
常滑市民俗資料館

研 究 紀 要 Ⅸ

2000

常滑市教育委員会



常滑市民俗資料館

究 紀 要 Ⅸ

2000

常滑市教育委員会



発刊にあたって

常滑の窯業史は、わが国の中世初頭にあたる12世紀代の知多半島古窯址群の成立か

ら説き起されるのが常である。常滑焼の歴史は900年 という認識は、広く市民の方々

にも浸透している。しかし本書に収められた「新田古窯の調査」によれば、市内金山

の新田で今から1500年ほども前に既に陶器を焼いていた人々がいたことが確実となっ

ている。ただし、この古墳時代の陶器生産が、そのまま中世の常滑焼に引き継がれた

とは言えないようである。この地で、わずかの期間のみ陶器を作った集団は、どこか

ら来て、どこへ行ってしまったのであろうか。またこの地で焼かれた陶器は、どこに

もたらされたのであろうか。さらに研究を深めて古代の常滑市域の姿を解明していた

だきたい。

平成10年に三代山田常山氏が、国の重要無形文化財保持者の指定を受けたことは記

憶に新しいが、その年の秋に二代山田陶山氏が逝去されたことも忘れがたい。今日、

常滑焼といえば急須が想起されるほど朱泥を中心とした急須のイメージは、全国的に

広がっている。人間国宝の登場もそうした背景があってこそ実現したのであろう。そ

して、常滑の煎茶具の研究を牽引されたのが山田陶山氏であった。今回、御子息の山

田尚寛氏の御好意で本書に収録することができた『足利家茶瓶四十三品図録 』は、

常滑で古くから言い伝えられてきた、この地の急須発祥にかかわる幻の書であった。

その内容は、常滑に限らず、わが国の煎茶史にも問題を投げかけるものである。しか

し、この書の評価や、常滑における影響の如何は、なお検討の余地が残されているよ

うである。今回、その内容が公表されたことで、多くの研究者が様々な視点から分析

されることを願いたい。制作のみでなく、その歴史の究明もまた常滑に与えられた課

題であろう。

常滑を訪れる観光客は、近年とみにその数を増しているように見うけられる。煉瓦

煙突や陶器工場、そして、いたる所に配された土管や焼酎瓶の光景は、遠来の人々に

とって歴史ある陶器の町として受け取られていることであろう。しかし、その光景は

近代常滑窯業によって形成されたものといっても過言でないほど明治以降の常滑の姿

である。今回御寄稿いただいた杉江理代氏の研究は、明治初期の常滑では、いまだ江

戸時代の体制を引き継いでおり、その中で明治新政府の新たな施策に窯業者の総代た

ちや農民が対応していく姿を資料に基づいて描いている。常滑の夜明け前というに相

応しい時期であろう。明治 5年に瀬木の鯉江方寿は、横浜外国人居留地の造成に際し

て大量の真焼土管を受注し、その後これを納入して常滑焼の近代化に大きな業績を残

したとされているが、江戸時代から常滑焼の中心地であった北条地区は、明治 8年 こ

ろまでは近代の胎動を感じながら、その形は整っていなかったということになろう。

新しい資料の出現は、新しい歴史像を生み出す。着実な研究を通して、先人たちの

豊かな営みを知ることは、そこに暮らす一人として喜びでもある。今後ますます研究

の進展を期待するものである。

常滑市教育委員会

教育長 佐藤利光
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新田古窯の調査
常滑市民俗資料館

中野  晴久
1.は じめに

昭和54年の夏に実施された清水山古窯址群の発掘調査の折であったと記憶するが、

調査責任者の杉崎章先生より、菓子箱のような紙の箱に入った古式の須恵器の蓋郭と

甕の回縁部破片を見せていただいた。そして、その出土地点が、清水山古窯址群から

程近い前山の集落であるとも教えられたように記憶している。その資料は、後に杉崎

氏の著書『常滑窯―その歴史と民俗―』の116頁冒頭で「知多半島における古窯の発

祥は、五世紀後半に年代をもとめられる須恵器窯が一基、常滑市内の前山で発見さ章k
古式の蓋郭や甕を検出しており、出土した品は井上高二氏の紹介を受けて諏訪正隆氏

より杉崎が保管していたのであるが、常滑市民俗資料館の開館を機に提供し展示して

ある。」と、その経緯が説明されているものである。

この資料は、その後昭和58年刊行の『常滑市誌』文化財編で「前山須恵器窯跡」と

して紹介され、蓋郭の郭身 2個体、郭蓋 1個体、甕口縁部 1個体分の実測図が提示さ

れたのである。諏訪氏から杉崎氏が譲り受けた資料は、この4個体と他に図示不可能

な郭身の小片と甕の体部片の 2点ほどであった。これらの資料が、窯跡の出土品であ

ると判断した根拠は、郭身の一つに焼成過程で生じた亀裂が大きく入っていたことと、

かつてリンゴ箱に一杯ほども破片が出土したという口伝に依っており、窯体の存在を

明確に示すほどの根拠があったわけではない。

その後、この資料が出土したとされる地点については、市の教育委員会や地元研究

者によって土地所有者に対して、調査の依頼が何回か行われたが、地盤が軟弱で土砂

崩れの心配があることや、居住地からの方角が悪いといったことを理由に拒絶されて

きた経緯がある。その後、平成 6・ 7年頃から、この土地の埋蔵文化財に関する照会

が、不動産業者によって行なわれるようになっていた。しかし、具体的な開発計画は

持ちあがらずに推移してきていた。

この土地に変化が現れ、開発が具体化しているという事については、平成 9年8月

に地元住民から文化財担当者へ通報があったことで明らかになった。その段階で、地

表を覆っていた雑木や竹林が伐採されており、重機で部分的に削られた斜面に焼土ブ

ロックと須恵器片が少量ながら確認された。地形としては、早い段階で開墾が行なわ

れており、かつて畑地として耕作されていたと考えられる平地が3段ほど認められ、

さらにその1面は、かつて諏訪氏が居住していた家屋も建っていたとされる。したがっ

て自然地形は、ほとんど残っておらず平地と平地が段をなす境界の南側に、ごくわず

か帯状の自然地形が残されているのみであった。この状況は、これまでの表面観察で

も把握されており、最下面の畑のために削り取られた崖面の観察でも遺構の痕跡や遺

物包含層が、まったく確認できなかったため窯体の遺存は絶望視されていたのである。

この土地は、この年、所有者が変わり新たな所有者が住宅を建設するために基礎工

事を行なおうとしていることが判明した。しかし、そのための諸手続きが完了してお



らず、出来る部分から所有者が独自に行なうという、変則的な開発予定であることも

明かになった。市教育委員会としては県教育委員会とも協議の上、地形の遺存状態か

ら判断して工事の立会いが妥当とするむね土地所有者に通知した。しかし、本格的な

工事には時間的に余裕があったため、残存する自然地形部分の精査を行ないたいとす

る要望を土地所有者に伝え、その了解のもと平成 9年の8月 21日 から焼土ブロック散

布地の調査に取り掛かったもその詳細は、以下の報告に譲るが、予期に反して窯体焼

成部の一部が遺存していることを確認したため、遺構として実測作業を行ない、床面

の熱残留地磁気の測定まで行ない調査を終了したのが9月 12日 であった。

尚、今回の調査を機に諏訪正隆氏とその友人の谷川敏男氏からは、かつてこの遺跡

から採集し保管されていた破片資料のご寄贈を頂いた。記して感謝申し上げる次第で

ある。

2.新田古窯の位置
新田古窯は、常滑市金山字新田146-乙にあり、前山の集落が形成されている台地
の西南側縁辺に当たっている。この台地は、知多半島の中央部から東西に樹枝状にの

びる丘陵の一つで遺跡の位置は、その先端部に当たっている。先端部の高地上には諏

訪神社がまつられ、それを取り巻くように近世以来の前山集落が形成されている。窯

跡は諏訪神社から南側に降りる斜面の末端に形成されており、標高15mか ら14mの位

置にある。この付近の水田面の標高は10mほどであり、遺跡の位置は、舌状に張り出
した丘陵の縁辺部に相当する。

この集落の西南側は、前山川によって解析された小谷で区切られ、集落の北東側も

小河川で開かれた小谷をはさんで対面の低丘陵上に久米の集落が形成されている。さ

らに久米の集落の】ヒ側には、矢田川によって開かれたやや大きな谷が走り、前山・久

米の集落の西側には前山川と矢田川によって開かれた大野谷と呼ばれる沖積地が広がっ

ている。

大野谷に面する】ヒ部丘陵地には縄文前期の森西貝塚があり、谷の南側を区切る丘陵

上には、縄文中期に形成された石瀬貝塚がある。また北西部の沿岸に沿ってのびる低

丘陵上には、やはり縄文後晩期の東畑貝塚 (大草南)や大草北貝塚が形成されている。
弥生時代以降では、矢田川北岸の南粕谷丘陵上に森西遺跡、郷遺跡、宗畠遺跡などの

古墳時代の遺跡が確認されており、後期古墳の寺山古墳も存在する。森西貝塚や大草

北貝塚では弥生時代の土器や古墳時代の須恵器も客体的ながら検出されたとされてお

り、大野谷を取り囲む地域は時代を通じて安定した環境にあったと考えられる。その

後も小規模ながら遺物の散布が認められ、この地域の居住地としての安定性は、これ

らの遺跡の存在から認めることができる。しかし、古代に創建された寺院の痕跡はな

く、矢田川と前山川にはさまれた沖積地に古代条里の名残かと指摘される桝池の存在

が注目される程度である。

新田古窯は、こうした歴史的背景をもつ大野谷の南東奥部に形成されたものである

が、その成立の背景を既存の資料から推し量ることができない。
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3.検出遺構 (図 1.2)
階段状に削平された丘陵の段差部にわずかに残された自然地形の傾斜面で窯体の一

部が検出された。遺構は標高15.08mか ら14.22mの間に遺存しており、焼成部の床面
と右側側壁の一部と考えられる。

その遺存長は平面レベルで1.53m、 最大幅は0.9mにすぎない。床面の傾斜角は、
28度をはかる。もっとも、床面の遺存部分は少なくこの数値は、この窯の傾斜全体の

ものとすることはできない。しかし、とヒ較的良く残っている右側壁の立上り部の傾斜

角も、ほぼ同数値を示していることから、焼成部の傾斜は25度前後であったと推定さ

れる。

左側の側壁が欠損しているため、窯の主軸を明確に判定することはできないものの、

S-88° ―Eと ほぼ東西に主軸方向を向け、ごくわずかに南側に振れていると見るこ

とができる。

右側壁は最高0。35mほどの高さで残っているが、横断面図で見るように、その立上

りは、本来の姿より押し潰され、かなり偏平に変形していると考えられる。一方、左

側の側壁については、まったくといっていいほど残っていない。ただし、上部の横断

面A― A'の ラインで床面の断割り面を観察すると、左端の被熱面が途切れて地山地

層がわずかにそれを囲んでいることから、この被熱面が左側壁に相当すると推定でき

る。この部分の床面幅は0.84mと 比較的狭いため、焼成部の中でも煙道部に近い部位
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と推定することができよう。

窯体が掘られている地層は、床面周辺が青灰色シルト層で側壁上部は、珂ヽ礫を含む

赤褐色の地層である。この地層は、知多半島で盛んに営まれた中世窯の掘られた地層

とは異なっており、それより新しい第四紀更新世の地層と考えられる。

床の表面は、暗灰色で硬質であるが小ブロック状に割れており安定していない。そ

の下に灰色でシルト層が燒結した状態の安定した面がある。その下部が地山シルト層

で軟質ながら赤褐色に変色している。この構成は側壁部でも同様の変化を見せている

が、床面に比べ表面の硬化が進んでおり、硬質の暗灰色の層が厚くなっている。しか

し、壁面に自然釉の付着は認められなかった。側壁表面の状態や床面の観察から判断

すると、この窯の操業期間は比較的短く、その焼成回数も多くなかったものと考えら

れる。

窯内の覆土は、床面上に被熱硬化したシルトブロックが層となっており、側壁寄り

には、チャート礫を含む黄褐色の砂質土層が厚く堆積している。当初、窯体のプラン

確認の段階で上部の側壁の露出面を基準としてセクションベルトを設定したため掘り

進んだ結果、ベルトと窯の主軸が大きくずれてしまい、窯内覆土の堆積過程を復元す

るには、はなはだ不都合な結果となったが、天上部が落盤した後、天丼の上部の地層

が側壁部に入り込んだものと推定される。

窯内の遺物は少ないものの床面上に蓋郭が 3個体ほど検出された。また遺構の下端

部で複数個体の蓋郭が検出されており、窯内には最後の窯出し過程で取り残された焼

成不良品が入っていたものと考えられる。

4.検出遺物 (図 3～ 6)
今回の調査で検出された遺物は、蓋邦の郭身と郭蓋にかぎられる。しかし、諏訪氏

によって、かつてこの地から採集された遺物の中には高郭、甕、埴輪 ?の三器種が含

まれている。調査で出土した蓋郭と諏訪氏より提供された採集品の蓋付を比較してみ

ると、それらの示す型式的特徴や形態的多様性、そして材質、焼成状態などの諸点で

一致しており、諏訪氏採集品がこの窯で焼かれた製品である可能性はきわめて高いと

判定することができる。

埴輪 ?(図 3-1.2)
口縁部の破片が 2点あり、ほかに体部の小片が 1点あるだけである。焼成状態の違

いが顕著で器表の調整手法にも違いがあるため、 2個体に区分することができる。そ

して、小片から口径を復元すると、図 3-1は口径39.2cmと なり、 3-2は 25,8cmに
なる。いずれも口縁端部は角張った形に仕上げられており、日縁部に丁寧な横ナデが

施されている。 1の外面にはハケロ状の縦位の調整痕が残っているが、ハケロという

より箆ナデに近い痕跡で、通常埴輪に施されるハケロとは異なっている。内面の器表

は凹凸が顕著で粗い横ナデは認められるもの輪積み成形に伴う成形痕が消されずに残っ

ているものと考えられる。 2の外表面にも縦位の調整痕がかすかに認められるが、 1



のように工具痕を認めることはできない。そして、内面には1と 同様の凹凸が認めら

れる。図示しなかったが、この資料と同一個体と考えられる体部片でも内外の表面は

同じである。

器形を復元することは、残された資料がいずれも小さいため困難を伴うものの、口

縁部がわずかに開く円筒状のものであった可能性が高いと考えられる。いずれも須恵

質によく焼き締まっており、器壁は厚い部分でも0.9cm、 回縁部では0.5cmと埴輪にし

ては薄手である。形状からすると甑である可能性も残されているといえよう。しかし、

煮沸具にしては内側器面の仕上げが粗雑に過ぎるきらいがある。三河から遠江にかけ

てハケではなく板状工具で整形をおこなった埴輪が報告されており、この資料が円筒

埴輪である可能性は高いと考えるが、凸帯や透かし孔など埴輪として確定できる要素

が残っておらず、またこの種の埴輪が近隣消費遺跡で確認されていない現状では、器

種の同定はなお留保せざるを得ない。

高郭 (図 3-3)
脚部の破片が 1点あるのみで、郭部は不明である。味り 状ヽに開く形状で脚端部外面

に段差をつけ、縁帯状に仕上げている。この縁帯の上部には浅い凹線がめぐっている

ため、縁帯上端は凸帯状になっている。この脚端部内面は、ごくわずかではあるが内

鸞している。脚部には縦長の台形透かし孔が、鋭い工具で明けられている。不完全な

がら2個の透かし孔が確認でき、それから復元すると4個所に明けられていたと考え

られる。

甕 (図 3,4-4～ 7)
口縁部から肩部にかけての資料 1点と体部の資料 3点を図示したが、この他に 2点

の体部小片がある。ただし、個体数としては4個体が確認できるのみである。 3-4
の資料は以前から紹介されてきた個体であるが、口頸部は基部から外反 しつつ立ち上

がり、日縁端部外面には縁帯状の平坦面が作られている。この平坦面の下端は、わず

かながら鋭く突起している。口頸部内外は丁寧な横ナデが施されている。肩部外面に

は平行条線の叩き目が残り、その内面には顕著な痕跡が認められないものの横ナデ痕

がかすかに残っている。当て具痕はまったく認められない。 5・ 6は甕の体部片で 4

の肩部と同様の平行叩き目が外面に施され、その内面にはナデの痕跡がかすかに残っ

ている。いずれも0.5cmほ どの厚みで薄く仕上げられている。 6は焼成中の亀裂がは
いっており、かなり歪んでいる。

4-7の個体は、やはり外面に平行叩きを施し、内面にナデの痕跡を残す薄手の胴
部片であるが、外面の叩きが単一方向ではなく角度を変えて施されている点で他と異

なっている。なお内面拓本に現れた小四角形の拓影は、遺物に貼られたラベルのもの

であり、本来の資料に付いていたものではない。



蓋郭

郭身 (図 4.5-8～ 36)
丸底の皿に近い底部に高い口縁部を付けた形態を持ち、日径は10.4cmか ら13.2cmま

での範囲に納まるが、日径の復元できた26個体のうちで、もっとも多いのは1lcm台の

もので、半数の13個体がこれにあたる。10cm合は7個体、12cln台が 5個体、13cm台 は

わずかに 1個体にすぎない。もっとも、この最大値を計る図 5-33の資料は口縁部残

存部分が全体の 1/4以下であるため、焼成などでの歪みが加わっていても、それを
補正することが困難である。資料を見る限り、大きな歪みも認めがたいため、この数

値を採用したがなお不安はのこる。

郭部外面は、底部から蓋受け部下方にかけて広く回転ヘラケズリによって調整され

ており、削りの回転方向は一定しない。蓋受け部から内面にかけては回転ナデが丁寧

に施されており、内面中央にはかすかに指ナデ状の痕跡が認められる。

個々の個体を細部で観察すれば、それぞれに微妙な違いを指摘することはできるが、

大きく分類すると2つのグループに区分することができるとおもわれる。

図 4.5-8～ 25の群は、口縁部が内傾して立ち上がっており、底部が深い形態に
なる。それは口縁部の高さが 2 cm前後であるのに、郭部の高さは2.5～ 3 cmと なって

いる。これを便宣的にA群とする。それに対し、図 5-28・ 29、 34～ 86の群は、日縁

部の立上りが、直立ぎみで内傾する角度が小さいことと、その日縁部の高さが2.2～

2.5cmと わずかではあるが高くなっている。それに反して底部は浅い傾向を示してい

る。この群をB群とする。そして、図 5-32・ 33の 2個体は両群の要素をもっている

ようであるが、強いて分ければ後者になろうか。

口縁端部の処理は、いずれも内傾する面を作っているが、内傾面が平坦になるもの

と、沈線が入り段状になるものがあり、また端部がわずかに外反するものが多いが、

わずかながら外反の見られない個体もある。これらの口縁端部に認められる特徴は、

全体の形態で区分した 2分類とは関係していない。

郭蓋 (図 6-37～ 52)

郭身の底部に近い形の天丼部と垂直ぎみに下がる口縁部からなる。天丼部と口縁部

の境は外面に稜線が作られているが、内面は明瞭な区分がない。口径は12～ 14clllの範

囲に納まり、13cm台が7個体、12cm台が 5個体、14cm台が 4個体でばらつきが大きい

ように見えるが、12.5～ 13.5cmの 回径という区分で分けると9個体で半分以上の個体

が入ることになる。

天丼部外面は回転ヘラケズリが広く施されており、稜線上部から□縁部内外、そし

て天丼部内面にかけて丁寧な回転ナデが施されている。そして、内面中央部には郭身

で認められたものと同様のかすかな指ナデ状の痕跡が認められる。回転ヘラケズリの

方向は、やはリー定しない。

全体の器形から見ると、図 6-37～ 44の グループ (A群)と 45～52の グループ (B

群)に大別することができる。前者は天丼部に丸みを帯び深い一群で、稜線先端から



口縁端部までの高さが2.2～ 2.5cmに集まる傾向があるのに対し、後者は天丼部が平坦

に近く浅い作りで、反対に□縁部高が2.6～3.Ocmに集まる傾向を見せている。 また日

径も後者の方が大きいものが多くなっている。

日縁端部の形状は郭身で見られた特徴と共通しており、内傾する平坦面を内狽1に作

り、平坦面に沈線状の窪みをいれて段状にしたものも少数ながら認められる。また端

部をわずかに外反させるものが多いが、外反の少ない個体もわずかにある。

5。 まとめ

新田古窯については、すでに斎藤孝正氏や小林久彦氏によって前山古窯として論及

されており、その編年上の位置づけや系譜が提示されている。まず、その操業年代に

ついて見ると、 5世紀末から6世紀初頭の時期 (TK23.I-4段 階)と するのが、
各氏の一致する見解であり、今回の調査で行った熱残留地磁気測定の結果も、この年

代観に符合する結果を示している。一方、その技術系譜に関する見解は、畿内の主要

須意器生産地である陶邑古窯群の影響を受けて成立した地方窯で、伊勢の久居古窯や

遠江の明通り古窯などと同じ性格の生産遺跡とされてきた。この陶邑窯の強い影響を

うかがわせる須恵器窯に対して、東海地方では尾張の東山窯が、すでに独自色を強く

発揮しているという現象が認められているのである。その東山窯の独自色は、この時

期より早くに萌芽しているため、東海地方の須恵器生産の技術伝播については、東山

窯経由か東山を経ずに成立したのかという問題を生むことになる。これまで新田古窯

の製品としては、郭身 2個体 (図 4-8.9)と 郭蓋 1個体 (図 6-41)、 そして甕
の回縁部 1個体のみであった。そして、このうちで郭身 2個体がいずれも口縁部の立

上りがやや内傾しており、端部に段や内傾面をもつという特徴に東山窯との相違点が

見出されて来ていたと理解される。東山窯における郭身は、一般的に高い口縁部を直

立させており、底部は浅く偏平となる特徴を備えているのである。

今回の調査による出土遺物と、新たに諏訪・谷川両氏より寄贈を受けた採集資料に

よって、新田古窯の製品はこれまでの限られた資料からする理解に再検討を力日えるに

足る量になったといえよう。蓋郭に関しては、B類と区分した一群の存在が注目され
る。この一群は、東山窯の郭身が持つ特徴に近いのではなかろうか。郭蓋についても、

従来A群のみが知られていたが、B群の存在はやはり東山窯との関連性をうかがわせ
るものといえよう。高邦と埴輪と推定される器種の存在も今回初めて知られたもので

ある。高郭の脚基部は細く、通常方形透かし孔を伴う脚とは異質な印象を受けるもの

である。そして、脚端部内面の内彎が弱いところも透かし孔を持たない高郭の脚に多

く認められるものである。埴輪と推定した個体については、なおその器種の同定に危

惧を残しており多くを語ることはできないが、埴輪としても類例はなく新田古窯で新

たに生み出された埴輪ということになる。甑としてとらえれば内面調整の粗雑さが大

きな疑間として残るのである。このように新田古窯の成立にいたる系譜は、従来の陶

邑窯からの強い影響で成立したということだけでは理解できない要素を含むというこ

とになろう。
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新田古窯の製品の供給先は判明していない。知多半島では、 5世紀代の須恵器を出

土する遺跡として、東海市の松崎貝塚、上浜田遺跡、知多市の法海寺遺跡、下内橋遺

跡などがある。いずれも半島西側基部の伊勢湾沿岸部に形成された遺跡である。松崎

貝塚と上浜田遺跡は製塩遺跡であり、法海寺遺跡と下内橋遺跡は少量の製塩土器を出

土するものの集落遺跡である。そして、下内橋遺跡では須恵質埴輪が溝内から須恵器

とともに検出されており、この溝が墳墓にともなうものであった可能性をうかがわせ

ている。

名古屋市中区の東古渡遺跡は沿岸部の合地の縁に形成された墓域であることが判明

しており、密集する小規模方形墳の周溝から5世紀代の須恵器や埴輪のまとまった出

上がある。下内橋遺跡の溝もこうした古墳周溝であるとすれば、知多半島の基部でも

この種の墓制が行われていたことを示すものとなろう。大野谷沿岸部では西の口地区

に上ゲ遺跡という製塩遺跡の存在が知られているが、その年代は7～ 8世紀の遺物の

みである。しかし、製塩集団が半島基部において 5世紀代に須恵器を生活具として使

用していたことは充分考えられ、また沿岸部に小規模墳を造営することも、この時期

に行われていた可能性があるとすれば、この時期に須恵器需要は相当高かったと考え

ることができる。新田古窯の成立背景には、こうした状況が大野谷周辺に現れていた

のではなかろうか。これまでのところ半島基部の須恵器は東山窯の製品を主体として

いるようであるが、上浜田遺跡のかまど周辺出上の郭身には新田古窯の製品に類似す

るものが認められるものの、その断定は困難である。
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新田古窯の考古地磁気測定

藤  根   久 (パ レオ・ ラボ )
1.は じめに

新田古窯は、常滑市前山地内に所在する須恵器古窯である。ここでは、この古窯に

ついて、その床面焼上の熱残留磁化を測定し、その磁化方向から焼成年代を推定する。

2.考古地磁気年代推定の原理

地球上には地磁気が存在するために、磁石は北を指す。この地磁気は、その方向と

強度 (全磁力)によって表される。方向は、真北からの角度である偏角 (Declination)
と水平面からの角度である伏角 (Inclination)イこよって表す。磁気コンパスが北と

して示す方向 (磁北)は、真北からずれており、この間の角度が偏角である。また、

磁針をその重心で支え磁南北と平行な鉛直面内で自由に回転できるようにすると、北

半球では磁針のN極が水平面より下方を指す。この時の傾斜角が伏角である。現在、
この付近の偏角は約6.78° 、伏角は約48.12° 、全磁力 (水平分力)は約30970(nT)で

ある (理科年表、1993,い ずれも1990年値)。 これら地磁気の三要素 (偏角・伏角・

全磁力)は、観測する地点によって異なった値になる。全世界の地磁気三要素の観測

データの解析から、現在の地磁気の分布は、地球の中心に棒磁石を置いた時にできる

磁場分布に近似される。また、こうした地磁気は時間の経過とともに変化し、ある地

点で観測される偏角や伏角あるいは全磁力の値も時代とともに変化する。この地磁気

の変動を地磁気永年変化と呼んでいる。

過去の地磁気の様子は、高温に焼かれた窯跡や炉跡などの焼上、地表近 くで高温か

ら固結した火山岩あるいは堆積物などの残留磁化測定から知ることができる。大半の

物質は、ある磁場中に置かれると磁気を帯びるが、強磁性鉱物 (磁鉄鉱など)は この

磁場が取り除かれた後でも磁気が残る。これが残留磁化である。考古地磁気では、焼

土の残留磁化 (熱残留磁化)が、焼かれた当時の地磁気の方向を記録していることを

利用する。こうした地磁気の化石を調べた結果、地磁気の方向は少 しづつではあるが

変化 しており、その変化は地域によって違っていることが分かっている。過去2,000

年については、西南日本の窯跡や炉跡の焼土の熱残留磁化測定から、その変化が詳 し

く調べられている (広岡、 1977、 Shibuya、 1980,第 1図 )。 また、湖や浅海の堆積

物の堆積残留磁化を測定し、過去11,500年間の地磁気変化曲線も求められている (H

yodoほ か、 1993)。

年代のよく分かっている窯跡焼土や火山岩の熱残留磁化測定あるいは堆積物の堆積

残留磁化から地磁気永年変化曲線が得られると、逆に年代の確かでない遺跡焼土など

の残留磁化測定を行い、先の地磁気永年変化曲線と比較することによって、その焼成

時の年代が推定できる。また、年代が推定されている窯跡焼土などについても、土器

とは違った方法で焼成時の年代を推定できることから、さらに科学的な裏付けを得る

ことができる。この年代推定法が考古地磁気による年代推定法である。ただし、この
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方法は、14C年代測定法などの他の絶対年代測定法のように、測定結果単独で年代の

決定を決定する方法ではない。すなわち、焼土の熱残留磁化測定から得られる偏角お

よび伏角の値からは複数の年代値が推定されるが、いずれを採用するかは、土器等の

年代が参考となる。

3.試料採取と残留磁化測定
考古地磁気による年代推定は、 a)測定用試料の採取および整形、 b)残留磁化測定

および統計計算を行い、 C)地磁気永年変化曲線との比較を行い、焼成時の年代を推

定した。なお、試料の磁化保持力や焼成以後の二次的な残留磁化の有無などを確認す

るために、段階交流消磁も行った。

a.測定用試料の採取および整形
試料は、床焼土面において、①一辺約 4 cmの立方体試料を取り出すため、瓦用ハン

マーなどを用いて、対象とする部分 (良 く焼けた部分)の周囲に溝を掘る。②薄く溶

いた石膏を試料全体にかけ、試料表面を補強する。③やや堅め (練リハミガキ程度)

の石膏を試料上面にかけ、すばやく一辺 5 cIIlの正方形のアルミ板を押し付け、石膏が

固まるまで放置する。④石膏が固まった後、アルミ板を剥し、この面の最大傾斜の方

位および傾斜角を磁気コンパス (考古地磁気用に改良したクリノメータ)で測定し、

方位を記録すると同時に、この面に方位を示すマークと番号を記入する。⑤試料を掘

り起こした後、試料の底面に石膏をつけて補強し持ち帰る。⑥持ち帰った試料は、ダ

イヤモンド・ カッターを用いて一辺3.5cm・ 厚さ 2 cm程度の立方体に切断する。この

際切断面が崩れないように、一面ごとに石膏を塗って補強し、熱残留磁化測定用試料

とする。採取した試料は、上位還元性焼±18個 と下位赤化焼± 3個 (No19～ 21)の合

計21個である。ただし、採取Nα lと Nα 13の試料は採取時に破損したため、合計19個が

測定試料である。

b.段階交流消磁、熱残留磁化測定および統計計算の結果
熱残留磁化測定は、リング・ コア型スピナー磁力計 (SMM-85:い夏原技研製)
を用いて測定した。磁化保持力の様子や放棄された後の二次的な磁化の有無を確認す

るため、任意 1試料 (試料血 8)について交流消磁装置 (DEM-8601:い 夏原技研

製)を用いて段階的に消磁し、その都度スピナー磁力計を用いて残留磁化を測定した

(第 2図 )。 その結果、試料の磁化強度は10-2～ 10-3ernuと 強い。また、磁化保持力

については、NRM(自 然残留磁化)に対する1500e(エ ルステッド)の相対強度は、
約86%と 高い (b.残留磁化の相対強度)。 また、磁化方向は、中心に向かって直線

的に変化し、安定した方向を記録している (C.ジ ダーベルト図)。

以上のことから、1500eで消磁した際の残留磁化方向は、焼成時の磁化方向とし

て問題がないことが判明した。そこで、これら以外の段階交流消磁を行っていない試

料についても、1500e消磁した後に残留磁化を測定し、各試料の磁化方向とした。
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複数試料の測定から得た偏角 (Di)、 伏角 (Ii)を用いて、Fisher(1953)の 統
計法により平均値 (Dm、 Im)を求めた。計算した結果は、試料血 1～ 5。 血11・
h13・ 血18・ h19の磁化方向が他の磁化方向から大きく外れた。これらの試料を除く
と、須恵器窯の焼土としてはやや誤差の大きい値となった (第 1表 )。

求めた熱残留磁化方向は、真北を基準とする座標に対する数値に補正する。偏角は、

建設省国土地理院の1990.0年の磁気偏角近似式から計算 した6。 78° Wを使用した。そ
の結果は、Shibuya(1980)1こ よる地磁気変化曲線とともにプロットした。図中測定

点に示した楕円は、フッシャー (1953)の 95%信頼角より算定した偏角および伏角の

各誤差から作成したものである。

C.窯跡の焼成年代
第 3図には、Shibuya(1980)に よる地磁気永年変化曲線の一部とともに窯焼土の

磁化方向を示した。この図を見ると、焼土の磁化方向は、 0～ 100年 の間、400～ 600

年間の各永年変化曲線の近くに位置する。

測定した磁化方向の中心を最も近い曲線上に移動した場合、 0～ 100年間の曲線に
対し45± 25年、400～ 600年間の曲線に対し510+35-75年 が計算される (第 2表)。

須恵器の形態から推定される年代は5世紀末頃であることから、残留磁化測定から

推定される年代は後者である。なお、各年代の誤差が異なるのは、各曲線間の地磁気

の動きが異なるため、地磁気の動きが大きい 0～ 100年に対しては誤差が小さく、動
きの遅い400～ 600年間ではその誤差が大きく見積もられる。

第 2表。残留磁化測定による焼成年代

遺  構 遺物による年代 考古地磁気推定年代 (A.D。 )

須恵器窯 5世紀後半 45± 25年、510+35-75年
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第 3図.須忘器窯の地磁気測定結果と永年変化曲線 (Shihya、 19め

第 1表.窯跡焼上の熱残留磁化測定と統計計算結果

潰 構 名 試料 No 臣 h氏 ! 偏角 (° E) 伏角 (° ) 強ド子
`x10~3 emuⅢ

TBL 者 締計処理垣 目 統計値

須恵器窯

1500e消磁

4_070 除 外

試料数 (n)9520 ″

4 -4^2 16000

平詢偏偽 Im`° E) -4.2253.5

55.6 24.600 ″

軍 歯 襟 色 励mr° Fう 43.28G -54 60.200

86_200

報葬角 δD( 2.589 -2.4 19.500 段階交流消磁

-6_8 474 18.700

誤学 tl δl(°10 1 -44 418 12.500

-12.5 95.700 除 外

信頬 虐計級 でk) 661.02-51 454
-19.8 除 外

平均磁化強度

(x10-3 emu) 26.07

-5.3 42.2 33.500

-2_2 40_300

-45
-63 1.240

-14.6 除 外

-12.3 0,970
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解
説二
代
山
田
陶
山

（本
名
、
義
昌
）
氏
は
、
明
治
四
十
年

（
死
署
）
に
、

常
滑
の
奥
条
に
初
代
山
田
陶
山

（勘
之
助
）
の
長
男
と
し
て
生
れ
、
常
滑

陶
器
学
校
を
終
え
て
後
、
常
滑
や
大
阪
の
製
陶
所
に
勤
務
し
、
昭
和
十
七

年

（
冗
聖
）
に
二
代
陶
山
を
襲
名
、
独
立
し
て
作
陶
活
動
に
入
ら
れ
た
。

以
来
、
平
成
十
年

（
冗
宍
）
年
の
秋
に
他
界
さ
れ
る
ま
で
、
茶
道
具
を
中

心
と
し
た
幅
広
い
陶
芸
作
品
を
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
端
は
、
常
滑
市

民
俗
資
料
館
で
平
成
十

一
年
十
二
月
に
開
催
し
た
企
画
展

「
二
代
山
田
陶

山
遺
作
展
」
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
二

代
山
田
陶
山
の
名
前
は
、
常
滑
を
中
心
と
し
た
美
術
工
芸
の
研
究
者
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
研
究
は
、
本
来
自
ら
の
作
陶
に
資
す
る
目
的

で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
考
証
学
的
な
性
格
を
強
く
見
せ
て
い
る
。
名

品
を
訪
ね
、
そ
の
形
や
寸
法
を
忠
実
に
写
し
、
技
法
を
復
元
的
に
究
明
し
、

さ
ら
に
そ
の
名
称
の
由
来
を
内
外
の
文
献
に
求
め
、
作
者
の
菩
提
寺
を
訪

ね
、
墓
碑
や
過
去
帳
に
あ
た
る
と
い
っ
た
手
法
で
行
わ
れ
た
研
究
は
、
あ

く
ま
で
実
証
的
で
あ
り
空
想
、
憶
測
の
入
り
込
む
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
成
果
は
、
晩
年
に
な
っ
て
精
力
的
に
行
っ
た
古
美
術
品
の
鑑
定

に
顕
者
に
現
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
そ
の
性
格
か
ら
し
て
多
く
の

人
目
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
常
滑
市
民
俗
資
料
館
友
の
会
や

常
滑
手
造
り
急
須
の
会
の
顧
間
と
し
て
、
講
演
会
や
講
評
を
行
い
、
そ
の

学
殖
豊
か
な
と
こ
ろ
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
執
筆
活
動
に

つ
い
て
は
、
折
り
に
触
れ
行

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内

容
は
、
御
本
人
の
蓄
積
さ
れ
た
調
査
研
究
成
果
の
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
多
少
と
も
曖
味
さ
の
残
る
事
柄
な
ど
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
は
、
そ
の
研
究
態
度
か
ら
し
て
、
自
ら
の
所
見
を
公
表
す
る
に
あ
た
っ

て
は
極
力
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
料
す
る
。

二
代
山
田
陶
山
氏
が
過
去
に
ま
と
め
ら
れ
た
遺
稿
に
つ
い
て
は
、
遺
作

と
と
も
に
ま
と
め
て
霊
前
に
供
え
る
計
画
が
遺
族
の
方
々
の
手
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
積
年
の
研
究
で
蓄
え
ら
れ
た
資
料
や
手
控
え
の
類

は
膨
大
な
量
で
あ
り
、
と
て
も

一
冊
の
書
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
回
、
遺
族
の
御
了
解
を
受
け
て
掲
載
し
た

『
足
利
家
茶
瓶
四
十
三
品
図

録
』
な
ど
も
、
そ
の
性
格
か
ら
し
て
遺
稿
集
に
は
向
か
な
い
内
容
と
考
え

る
。
し
か
し
、　
一
方
で
常
滑
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
煎
茶
具
生
産
史
の
研

究
に
と
っ
て
無
視
し
が
た
い
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

種
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
の
形
で
提
示
し
、
多
く

の
研
究
者
の
手
で
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

緒
一一一昌
目
頭
で
、
「文
政
の
昔
、
北
条
村
の
庄
屋
稲
葉
庄
左
衛
門
号
高
道

は
遠
州
秋
葉
山
に
伝
来
せ
る

（中
略
）
爾
後
稀
親
の
書
と
さ
れ
来
た
る
な

り
」
と
あ
る
の
は
、
常
滑
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
昭
和
十
年

頃
に
ま
と
め
ら
れ
た

『常
滑
町
史
編
纂
資
料
』
の

（其
六
五
）
コ
一代
稲

葉
高
道
」
の
項
に

「足
利
時
代
の
名
器
四
十
三
種
の
書
本

（写
本
の
誤
記

か
、
筆
者
註
）
の
秋
葉
山
に
在
っ
た
の
を
貰
い
受
け
て
模
造
し
て
居
っ
た

が
、
そ
の
製
品
に
は
更
に
粗
造
の
も
の
が
な
か
っ
た
と
云
う
。
此
の
書
本

は
後
に
な
っ
て
瀧
田
椿
渓
氏
が
所
持
し
て
居
た
が
西
端
在
住
時
代
に
行
方

不
明
と
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、」
と
い
う
記
述
か
ら
も
傍
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
次
の

「故
霞
裳
先
生
」
と
は
、
陶
山
氏
の
陶
器

学
校
時
代
の
恩
師
に
あ
た
り
、
霞
裳
は
陶
彫
作
品
な
ど
に
用
い
た
号
で
あ

る
。
本
名
を
平
野
六
郎
と
い
い
常
滑
美
術
研
究
所
で
内
藤
陽
三

（鶴
嶺
）
、
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寺
内
信

一
（半
月
）
に
彫
刻
を
学
び
陶
器
学
校
の
教
諭

・
校
長
と
し
て
多

く
の
後
進
を
育
て
た
人
物
で
あ
る
。
平
野
霞
裳
氏
は
、
明
治
六
年

全
金
じ

の
生
れ
で
昭
和
十
三
年

（
死
景
）
に
他
界
、　
一
方
瀧
田
椿
渓
は
、
嘉
永
六

年

（
天
垂
）
に
生
れ
、
昭
和
七
年

（
死
三
）
に
歿
し
て
い
る
。
椿
渓
が
三

河
に
赴
い
た
年
は
明
治
十
六
年
で
十
九
年
に
は
帰
郷
し
て
い
る
。
そ
れ
以

前
に
霞
裳
氏
が
写
し
取

っ
た
も
の
と
考
え
た
場
合
、
い
さ
さ
か
若
年
に
過

ぎ
る
。
別
に
写
本
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
初
代
杉
江
寿
門

の
作
品
に
平
野
霞
裳
が
箱
書
を
行

っ
た
資
料
が
あ
り
、
そ
の
文
面
に
は

「足
利
家
茶
瓶
四
拾
三
品
中
　
依
朝
朗
明
　
初
代
寿
門
堂
老
人
造
之
　
霞

裳
識
」
と
あ
る
。
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
も
霞
裳
氏
が
、
『
足
利
家
茶
瓶
四

十
三
品
図
録
』
を
身
近
に
持
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鑑
識
を
行

っ
て
い
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
恩
師
の
家
を
訪
れ
、
そ
の
遺
品
を
整

理
し
て
い
る
過
程
で
、
霞
裳
氏
の
蔵
し
て
い
た

『足
利
家
茶
瓶
四
十
三
品

図
録
』
の
お
そ
ら
く
は
写
し
を
見
出
し
、
そ
れ
を
借
り
う
け
て
写
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
方
法
は
、
敷
写
し
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
原
本
の

上
に
薄
い
和
紙
を
重
ね
、
透
か
し
て
そ
の
ま
ま
の
形
を
写
し
取
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
示
し
た
図
は
、
瀧
田
椿
渓
が
三
河
西
端
で

紛
失
す
る
以
前
に
写
さ
れ
た
も
の
を
平
野
霞
裳
氏
が
写
し
、
そ
れ
を
さ
ら

に
二
代
陶
山
氏
が
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

緒
言
で
言
わ
れ
る
稲
葉
高
道
が
、
秋
葉
山
か
ら
譲
り
受
け
て
常
滑
で
初

め
て
急
須
を
作

っ
た
と
い
う
こ
と
を
実
物
資
料
で
明
ら
か
に
し
め
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
三
代
お
よ
び
四
代
伊
奈
長
三
の
作
と
さ
れ
る
遊

環
付
横
手
急
須
は
、
図
録
中
の

「連
環
忽
子
」
に
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、

先
に

「朝
朗
明
」
の
作
品
を
紹
介
し
た
杉
江
寿
門
は
、
他
に
も

「松
風
堂
」

「嶽
應
子
」
「鶴
鳴
子
」
「隣
艦
子
」
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見

る
と
、
特
徴
を
活
か
し
つ
つ
横
手
を
後
手
に
造
り
か
え
る
よ
う
な
変
更
が

加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
器
体
に
銘
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
図
録
を
も
と
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
年
代
は
干
支
の
銘
記
か
ら
み
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
と
考

え
ら
れ
る
。
初
代
寿
門
は
文
政
十

一
年

（
天
夭
）
に
生
れ
、
明
治
三
十
年

（
天
老
）
に
歿
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
政
元
年

（
天
吾
）
二
十
六
才
の

頃
に
常
滑
村
の
医
師
平
野
忠
司
の
指
導
を
も
と
に
朱
泥
茶
注
の
制
作
に
成

功
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
平
野
忠
司
は
明
治
十
四
年

（
天
全
）
の
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
自
ら
の
急
須
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
考
証
と
と
も
に

出
品
し
、
褒
状
を
受
け
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
品
資
料
は
、

常
滑
焼
の
急
須
で

「文
政
以
下
ノ
古
器
」
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
す
る
と
、

稲
葉
庄
右
衛
門
や
二
代
伊
奈
長
二
等
の
作
品
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
彼
の
収
集
品
の
中
に
は
宣
興
窯
の
朱
泥
茶
注
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
寿
門
は
そ
の
中
の
朱
泥
焼
を
手
本
と
し
て
、
常
滑

の
土
を
精
製
し
焼
成
法
を
工
夫
し
て
朱
泥
茶
注
の
制
作
に
成
功
し
た
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

『
足
利
家
茶
瓶
四
十
三
品
図
録
』
（以
下
場
合
に
よ
っ
て

『
図
録
』
と

略
す
）
に
描
か
れ
た
茶
瓶
の
図
は
、
い
ず
れ
も
注
目
か
ら
ほ
ぼ
九
十
度
右

に
回
っ
た
器
体
に
筒
な
い
し
棒
状
の
把
手
を
付
け
る
横
手
か
、
器
体
の
上

部
に
別
に
作
っ
た
把
手
を
注
目
の
直
線
上
に
付
け
た
上
手
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
宣
興
窯
の
茶
注
に
一
般
的
に
見
る
よ
う
な
注
口
か
ら
百
八
十
度

回
っ
た
位
地
に
円
環
状
の
把
手
を
縦
に
付
け
る
後
手
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら

れ
な
い
。
も
っ
と
も
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
を
代
表
す
る
煎
茶
具
作
家
で
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あ
る
京
都
の
青
木
木
米
の
急
須
を
み
て
も
、
い
ず
れ
も
横
手
と
な
っ
て
お

り
後
手
は
水
注
に
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
木
米
の

作
品
で
宜
興
窯
の
文
人
陶
工
、
李
仲
芳
の
作
を
模
し
た
と
さ
れ
る
急
須
も

ま
た
横
手
で
あ
る
。
そ
の
箱
書
に
は

「宜
興
落
壷
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
形
状
や
焼
き
あ
が
り
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
茶
注
で
は
な
く
湯

沸
し
、
ボ
ー
フ
ラ
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
け

る
素
焼
質
の
湯
沸
し
の
産
地
は
宣
興
で
は
な
く
福
建
を
第

一
と
す
る
は
ず

で
あ
る
。
も
っ
と
も
木
米
の
急
須
は
ボ
ー
フ
ラ
に
近
い
形
で
使
わ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
涼
炉
に
か
け
て
沸
騰
さ
せ
た
急
須
の
湯

の
中
に
茶
葉
を
投
入
し
て
飲
む
喫
茶
の
法
で
あ
る
。
煎
茶
道
の
始
祖
と
さ

れ
る
売
茶
翁

（
栗
菫
～
〓
全
年
）
の
時
代
が
、
こ
の
方
法
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
木
米

（
〓
奄
～
天
三
年
）
の
時
代
ま
で
続
い
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
『
足
利
家
茶
瓶
四
十
二
品
図
録
』

の
問
題
は
、
こ
の
喫
茶
法
の
初
現
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。　
一
般
に
急

須
の
始
ま
り
は
、
中
国
明
代
の
万
暦
年
間

（
三
菫
～
栗
吾
）
に
宜
興
の
金

沙
寺
の
僧
が
作

っ
た
こ
と
か
ら
語
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
図
録
』
の
表

題
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
こ
の
書
は
足
利
義
政

（
西
兵
～
Ξ
き
年
）

の
収
集
し
た
も
の
の
う
ち
か
ら
茶
瓶
を
取
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
陶
山
氏
は
昭
和
五
十
年
に
刊
行
さ
れ
た

『常
滑
焼
茶
器
作
家
名
鑑
』

に
寄
せ
た
文
章

「
お
茶
と
急
須
に
つ
い
て
の
概
説
」
の
中
で
、
そ
の
見
解

を
提
示
し
て
い
る
。
い
ま
だ
、
『
図
録
』
の
内
容
を
知
悉
す
る
以
前
の
文

章
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
に
は
慎
重

で
あ
り
た
い
。

『
図
録
』
を
東
山
時
代
の
作
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
代
は
宜
興
の
急
須
に

先
ん
じ
る
こ
と
百
年
あ
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宜
興
の
急
須
が
直
火

に
掛
け
ず
、
湯
沸
し
で
沸
か
し
た
湯
を
注
ぎ
入
れ
て
茶
を
湾
じ
る
茶
注
の

初
現
を
意
味
し
、
横
手
の
湯
沸
し
と
は
別
の
系
譜
の
煎
茶
器
を
さ
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
年
代
上
の
飢
矯
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
福
建
の
湯
沸
し
の
生
産
年
代
と
、
そ
れ
ら
が
東
山
期
に
我
が
国

に
招
来
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
『
図
録
』
に
示
さ
れ
る
図
は
、

け
っ
し
て
詳
細
に
描
か
れ
た
と
は
言
え
ず
、
簡
略
な
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
木
米
の
急
須
に
も
通
じ
る

特
徴
を
見
出
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
る
。
木
米
が
文
人
仲
間

と
の
交
友
を
通
じ
て
唐
物
煎
茶
器
の
知
識
に
基
づ
い
て
制
作
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
共
通
性
は
首
肯
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

仁
阿
弥
道
八

（
毛
全
～
天
垂
）
の
作
品
に

「東
山
殿
茶
堂
巽
阿
弥
秘
蔵
急

須
写
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
芸
儀
を
写
し
て
い
る
。
さ
ら
に
敷
術
し
て

考
え
れ
ば
、
『
足
利
家
茶
瓶
四
十
二
品
図
録
』
と
い
う
書
の
ほ
う
に
、
後

世
東
山
御
物
に
仮
託
し
て
煎
茶
器
の
権
威
付
け
を
計

っ
た
偽
書
と
い
う
見

方
も
、
ま
っ
た
く
の
憶
測
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た

だ
し
、
こ
と
常
滑
の
急
須
生
産
に
お
い
て
は
、
そ
の
真
偽
を
別
に
し
て
も

な
お
こ
の
書
が
持
つ
歴
史
的
な
意
義
は
大
き
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

急
須
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ
る
。
本
来
、
こ
の
語
は
酒
を
火
に

掛
け
暖
め
る
容
器
に
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ
に
類
す
る
語
と
し
て
急

焼

・
急
尾
焼

・
急
備
焼
な
ど
の
語
が
あ
る
。
キ
ュ
ウ
ス
に
対
し
て
キ
ビ
シ
ョ

ウ
・
キ
ビ
シ
ョ
で
あ
る
。
こ
の
語
は
浙
江

・
福
建
な
ど
中
国
南
部
の
茶
器

の
名
称

「
キ
ビ
シ
ュ
」
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
「
キ
ビ
シ
ュ
」
が
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涼
炉
に
乗
せ
て
湯
を
沸
か
し
、
そ
こ
に
葉
茶
を
投
じ
る
茶
器
で
あ
れ
ば
、

福
建
は
ボ
ー
フ
ラ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
土
地
で
も
あ
り
、
ま
さ
に
語

意
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
江
戸
後
期
の
文
献
に
も
っ
ぱ

ら
現
れ
人
口
に
胎
矢
し
た
名
称
も
ま
た

「急
焼
」
「
キ
ビ
シ
ョ
」
の
類
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
先
に
木
米
の
急
須
で
み
た
よ
う
に
、
当
時
の

喫
茶
法
と
も
附
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
ど
の
時
点
で

「キ
ビ
シ
ョ
」

が

「
キ

ュ
ウ
ス
」
に
転
訛
し
、
急
須
と
混
用
さ
れ
る
の
か
は
別
な
問
題
で

あ
る
が
、
明
治
十

一
年
に
常
滑
を
訪
れ
た
金
士
恒
は
、
自
作
の
茶
注
の
箱

書
に
落
壷
な
ど
と
と
も
に
急
須
の
文
字
も
用
い
て
い
る
。
ま
た
仲
野
泰
裕

氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
長
野
県
須
坂
市
の
田
中
本
家
に
残
る
古
文
書
で
天
保

十
三
年
の
貼
り
紙
を
も
つ
史
料
に
急
須
の
文
字
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

貼
り
紙
に
は

「
キ
ヒ
シ
ヨ
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
「
キ
ビ
シ
ョ
」
の

音
に

「急
須
」
の
文
字
を
あ
て
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
木
米
の
箱

書
に
も

「急
須
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
横
手
の
急
須
の
箱
で
あ
る
。
そ

の
読
み
は
判
然
と
し
な
い
。

以
上
が
直
火
に
掛
け
る
道
具
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
茶
壷
、
落
壷
、
茶

瓶
、
茶
匝
な
ど
は
茶
注
、
著
注
と
と
も
に
直
火
と
は
縁
の
な
い
語
義
に
な

ろ
う
。
そ
し
て
、
『
図
録
』
が

「茶
瓶
」
の
語
を
表
題
に
用
い
て
い
る
こ

と
は
、
描
か
れ
た
図
か
ら
想
定
さ
れ
る
器
の
用
法
と
の
間
に
隔
た
り
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
名
称
に
近
い
茶
銚
は
銚
の
文
字
が
飲

食
物
を
温
め
る
の
に
用
い
る
な
べ
や
か
ま
の
語
義
で
あ
り
、
よ
り
急
須
に

近
い
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
な
お
、
長
崎
市
の
扇
浦
正
義
氏
の
ご
教
示
に
よ

る
と
、
『長
崎
名
勝
図
絵
』
所
収
の

「唐
館
内
の
図
」
に
は
後
手
の
茶
注

と
す
べ
き
容
器
を
火
鉢
に
掛
け
直
火
に
あ
て
て
い
る
描
写
が
あ
る
。
火
鉢

の
手
前
に
は
茶
碗
が
す
え
ら
れ
て
お
り
、
絵
か
ら
は
後
手
の
茶
注
で
湯
を

沸
か
し
、
そ
こ
に
葉
茶
を
投
入
す
る
喫
茶
法
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
が

一

般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
器
具
の
形
態
と
喫
茶
の
法
と
は

一
致

し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
近
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ

る
急
須
類
の
被
熱
痕
の
分
析
な
ど
を
通
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
湾
茶
法

の
成
立
期
を
確
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
代
陶
山
氏
は
、
こ
の

『足
利
家
茶
瓶
四
十
三
品
図
録
』
に
対
し
て
、

多
く
を
語
っ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
さ
に
蛇
足
と
な
る
こ
と
を
承
知

で
解
説
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
煎
茶
器
に
関
す
る
基
本
的
文
献
へ
も
充

分
目
を
通
し
て
い
な
い
段
階
で
こ
の
よ
う
な
文
章
を
添
え
る
こ
と
は
汗
顔

の
至
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
料
そ
の
も
の
に
重
要
性
が
あ
る
以
上
、
解

説
は
あ
く
ま
で
参
考
に
す
ぎ
ず
、
資
料
が
活
用
さ
れ
新
た
な
知
見
が
も
た

ら
さ
れ
る
呼
び
水
と
な
れ
ば
、
そ
の
役
割
を

一
応
果
た
し
た
こ
と
に
な
ろ

う
。
陶
山
氏
の
収
集
資
料
は
、
文
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
膨
大
な
量
に
の

ぼ
る
。
今
後
、
そ
の
整
理
の
過
程
で
広
く
諸
賢
の
目
に
触
れ
る
べ
き
も
の

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
本
誌
に
掲
載
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

常
滑
市
民
俗
資
料
館
　
中
野
晴
久

参
考
文
献

「
田
中
本
家
伝
来
の
煎
茶
具
　
宜
興
窯
か
ら
磁
胎
七
宝
ま
で
」
仲
野
泰
裕

『陶
説
』
五
五
九
、

売
究
日
本
陶
磁
協
会

”は私働封紬汁翻噺純並ハ「榊赫舶醜推様』一一効　頴川
木米
一九〈〇中央公論社

糎
輪
鉢
弾
吻

煎
茶
器
に
つ
い
て
Ｌ
扇
浦
正
義

『長
崎
唐
人
貿
易
と
煎
茶
道
ヒ
究
奪
螢
偏
区
立
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明
治
初
期
の
北
条
地
区
に
お
け
る
常
滑
焼
の
生
産
に
つ
い
て

杉
江
　
理
代

１
、
は
じ
め
に

中
世
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
常
滑
焼
は
、
現
在
で
も
常
滑
市

の
工
業
出
荷
額
の
五
割
を
占
め
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
陶
磁
器
関
連
産

業
は
製
土

。
整
型

・
釉
薬

・
燃
料

・
築
窯

・
窯
業
機
械
等
の
業
種
や
ロ
ク

ロ
師

・
彫
師

・
絵
付
師

。
素
地
師

・
原
型
師
と
い
っ
た
職
人
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
に
分
化
し
て
い
る
。
製
品
は
伝
統
的
な
陶
芸
作
品
や
日
々
使
用

す
る
食
器
類
、
そ
し
て
、
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
ま
で
、
さ
ま
ざ
な
も

の
を
生
産
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
産
業
と
し
て
の
常
滑
焼
の
礎
を
作
っ

た
の
は
、
明
治
五
年
に
鯉
江
方
寿
が
受
注
し
生
産
を
始
め
た
木
型
製
法
に

よ
る
近
代
土
管
の
生
産
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
明
治
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
常
滑
焼
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
き
た
の
か
、
常
滑
焼
の
研
究
は
以
前
よ
り
諸
賢
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
常
滑
焼
に
つ
い
て
詳
細
の
記
さ
れ
た
書
物
は

『郷
土
二
於

ケ
ル
教
育
資
料
』
（明
治
四
十
二
年
九
月
）
と

『
常
滑
陶
器
誌
』
（明
治
四

十
五
年

一
月
）
ま
で
に
し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
ず
、　
一
次
資
料
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
様
相
は

わ
ず
か
な
伝
世
品
、
出
土
品
、
古
文
書
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
文
書
類
も
現
存
し
て
い
る
物
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
今
回
、
常
滑
市
民
俗
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『畑
中
家
文
圭
屋

『陶
器
諸
書
上
村
方
控
』
『浜
口
屋
文
書
』
（
コ
ピ
ー
資
料
を
含
む
）
か
ら
、

明
治
初
期
の
北
条
地
区
に
お
け
る
常
滑
焼
生
産
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

２
、
資
料
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（１
）
『畑
中
家
文
書
』
「進
達
書
留
」

廃
藩
置
県
に
伴
い
明
治
五
年

（
天
〓
）
九
月
に
新
し
い
戸
籍

・
地
方
行

政
制
度
が
導
入
さ
れ
全
国
は
大
区
小
区
制
が
し
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
在
の
常
滑
市
の
北
部
地
域
、
そ
し
て
、
知
多
市
の
南
の

一
部
は
額
田
縣

八
小
区
に
さ
れ
、　
一
つ
の
行
政
区
と
な
っ
て
い
た
。
八
小
区
を
構
成
す
る

村
は
常
滑
村

・
瀬
木
村

・
北
条
村

・
多
屋
村

・
榎
戸
村

・
西
之
□
村

・
大

野
村

・
小
倉
村

・
宮
山
村

・
石
瀬
村

・
前
山
村

。
久
米
村

・
矢
田
村

・
大

興
寺
村

・
南
粕
谷
村

・
北
粕
谷
村

。
大
草
村

・
羽
根
村
の
合
計
十
八
カ
村

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
副
戸
長
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
畑
中
家
は
そ

の
八
小
区
の
村
々
を
ま
と
め
る
戸
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
名
家
で
あ
る
。

「進
達
書
留
」
は
明
治
四
年
か
ら
八
年
ご
ろ
の
常
滑
焼

・
農
業

・
醸
造

・

製
塩
な
ど
の
諸
物
産
の
生
産
高
の
記
録
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
明
治
最

初
期
の
常
滑
地
域
の
様
相
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
「
進

達
書
留
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
、
県
に
提
出
す
る
為
の
書
類
の
控
と

い
っ
た
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
届
出
文
書
、
お
よ
び
覚
書
な

ど
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「進
達
書
留
」
の
筆
者
は
表
紙
に

「
畑
中

家
戸
長
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
各
種
届
出
に

「
八
小
区
戸
長
畑
中

茂
右
衛
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
所
有
者
で
あ
る
畑
中
茂
右
衛
門
と
思
わ
れ

る
。
今
回
は
こ
の
「進
達
書
留
」
の
な
か
の
、
常
滑
焼
に
関
す
る
こ
と
の
み



に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。

常
滑
焼
に
関
す
る
記
述
は
三
百
ペ
ー
ジ
近
い
つ
づ
り
の
前
半
に
五

・
六

ペ
ー
ジ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
に
は
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
綴
り
は
四
年
か
ら
興
さ
れ
、
八
年
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
常
滑
焼

の
項
の
後
に
は
、
明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
一年
間
の
醸
造
業
に

関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
明
治
四
年
か
ら
六
年
の
間
の
記
述

と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
北
条
村
の
み
な
ら
ず
、
常
滑
村

・

瀬
木
村
で
の
陶
器
生
産
高
、
お
よ
び
、
税
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（２
）
陶
器
諸
書
上
村
方
控

表
紙
に
は

「陶
器
諸
書
上
村
方
控
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
窯
業
関
係
の

文
書
の
控
え
で
あ
り
、
付
属
す
る
地
図
か
ら
、
表
紙
に
あ
る
「村
方
控
」
の

村
と
は
北
条
村

（現
在
の
常
滑
市
北
条
地
区
）
の
こ
と
で
明
治
六
年
、
七

年
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（以
後

〔村
方
控
〕
と
す
る
）

・
窯
の
土
地
面
積
及
び
税
額

（
日
付
不
明
）

・
原
料
上
の
採
掘
場
所
お
よ
び
産
額

（
日
付
不
明
）

・
売
高

（明
治
六
年
二
月
）

。
原
料
土
の
使
用
量
、
お
よ
び
価
格

（明
治
六
年
七
月
）

。
略
地
図
、
土
取
場
略
図

・
日
本
坑
法
に
と
も
な
う
借
区
開
坑
届
、
借
区
券
の
請
求
の
下
書
き

（二

月
十
四
日
）

・
窯
別
の
生
産
額

（明
治
七
年
二
月
十
四
日
付
）

・
原
料
土
の
産
出
量

（明
治
七
年
の
上
半
期
）

以
上
の
文
書
か
ら
な
っ
て
い
る
。

借
区
開
坑
届
以
外
の
筆
者
は
不
明
な
が
ら
、
村
の
公
文
書
的
役
割
が
あ

る
の
で
、
副
戸
長
と
し
て
名
が
出
て
く
る
森
下
定
助

・
平
野
七
兵
衛
の
二

人
を
筆
者
候
補
と
し
て
お
き
た
い
。
平
野
七
兵
衛
は

『常
滑
陶
器
誌
』
に

よ
る
と

「平
野
不
苦
斎
　
平
野
家
七
世
の
祖
な
り
文
政
十
年
十

一
月
四
日

生
る
通
称
を
七
兵
衛
と
云
え
り
…
抹
茶
器
等
を
作
り
て
甚
だ
巧
な
り
人
と

な
り
風
雅
脱
俗
に
し
て
書
画
骨
董
は
頗
る
好
む
所
な
り
又
和
歌
茶
道
な
ど

も
嗜
め
り
…
明
治
四
十
年
九
月
十
五
日
寿
八
十

一
歳
に
し
て
逝
け
り
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
住
居
地
は
常
滑
町

一
〇

一
一
番
地
で
あ

ＺＯ
。一
方
、
森
下
定
助
の
住
居
地
は
不
明
で
あ
る
が

『常
滑
陶
器
誌
』
に
よ

る
と

「六
代
目

（清
水
）
庄
蔵
は
村
内
窯
方
協
議
の
上
森
下
定
助
と
共
に

享
保
九
年
瓶
松
葉
問
屋
職
な
る
名
を
以
て
燃
料
松
葉
の
仕
入
方
製
造
せ
し

瓶
類
の
売
捌
方
を
委
託
せ
ら
れ
業
と
せ
り
」
と
あ
る
。
明
治
六
年
の
森
下

定
助
と
は
代
は
変
わ
っ
て
い
る
が
享
保
年
間
全
三
六
～
署
垂
）
よ
り
北
条
の

窯
業
に
携
わ
っ
て
い
た
家
系
の
人
物
で
あ
る
。

（３
）
『浜
回
屋
文
書
』
「借
区
開
坑
届
」

こ
の
文
書
は
浜
口
屋
所
有
の
文
書
で
あ
り
、
明
治
七
年
の
も
の

（以
後

〔浜
口
屋

一
〕
と
す
る
）
明
治
二
十
二
年
の
も
の

（
以
後

〔浜
口
屋
二
〕

と
す
る
）
の
二
通
の
借
区
開
坑
願
で
あ
る
。

同
家
は
常
滑
市
阿
野
町
に
お
い
て
江
戸
時
代
末
か
ら
つ
づ
く
旧
家
で
代
々

栄
蔵
を
名
乗

っ
て
い
る
。
三
代
栄
蔵
は
明
治
七
年
に
は
副
戸
長
を
勤
め
る

名
士
で
あ
る
。
阿
野
町
は
江
戸
時
代
に
は
西
阿
野
村
と
呼
ば
れ
、
海
沿
い

な
が
ら
も
漁
業
で
は
な
く
、
農
業
が
盛
ん
な
土
地
で
あ
り
、
そ
の
他
の
産
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業
と
し
て
は
製
瓦
業
、
船
大
工
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

３
、
考
察

（１
）
北
条
村
に
つ
い
て

北
条
村
と
は
現
在
の
常
滑
市
北
条
地
区
の
こ
と
で
あ
る
。
常
滑
市
は
昭

和
二
十
九
年
四
月
に
常
滑
町
、
鬼
崎
町
、
西
浦
町
、
大
野
町
、
三
和
村
の

四
町

一
カ
村
を
合
併
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
明
治
初
期
に
は
常
滑
町
は
さ

ら
に
、
常
滑
村
、
瀬
木
村
、
北
条
村
の
三
村
に
わ
か
れ
て
い
た
。
旧
来
、

市
街
地
を
形
成
し
た
地
区
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
常
滑
村
の
北
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら

「北
条
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
常
滑
村

地
区
は
商
店

・
住
居
が
多
い
こ
と
に
対
し
、
北
条
村
は
住
工
混
合
の
市
街

地
を
形
成
し
て
い
る
。
北
条
地
区
に
は
現
在
も
多
く
の
陶
器
工
場
が
残

っ

て
お
り
、
焼
物
散
歩
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
北
条
村
に
多
く
の
陶

器
工
場
が
で
き
た
の
は
、
常
滑
特
有
の
甕
を
焼
く
た
め
の
大
き
な
窯
を
つ

く
る
の
に
必
用
な
緩
や
か
な
傾
斜
地
が
あ
っ
た
こ
と
、
近
く
に
港
が
あ
り
、

製
品
の
出
荷
に
都
合
が
よ
か
っ
た
と
い
う
、
地
形
的
な
利
点
が
あ
げ
ら
れ

る
と
共
に
、
市
街
地
化
す
る
の
が
比
較
的
お
そ
く
、
窯
や
作
業
の
た
め
の

広
い
土
地
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

『尾
張
狗
行
記
』
全
全
影

に
北
条
村
は

「
農
業
ノ
外
瓶
細
エ
ヲ
産
業

ト
シ
、
又
船
カ
セ
キ
ヲ
シ
商
貨
交
易
殷
盛
ノ
地
ナ
リ
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
戸
数
は
寛
文
年
間

（
兵
杢
～
冥
堂
）
に
は
七
十
戸
、
江
戸
時
代
後
期

に
は
三
百
七
戸
、
明
治
初
期
に
は
三
百
四
十
九
戸
、
大
二
十
年
に
は
四
百

八
十
戸
と
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
五
年
の
資
料
に
よ
る
と
、
窯
業

に
携
わ
っ
て
い
る
家
は
百
戸
余
を
数
え
て
い
る
。
な
お
、
北
条
村
域
内
に

は
曹
洞
宗
の
光
明
寺
が
あ
る
。
し
か
し
、
光
明
寺
の
檀
家
は
非
常
に
少
な

く
、
常
滑
市
保
示
地
区

（北
条
村
飛
地
）
に
あ
る
西
山
浄
土
宗
の
正
住
院

の
檀
家
が
北
条
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
半
田
市
成
岩
地

区
に
あ
る
無
量
壽
寺

（真
宗
大
谷
派
）、
常
滑
市
大
野
の
光
明
寺

（真
宗

大
谷
派
）
、
常
滑
市
榎
戸
の
法
通
寺

（真
宗
大
谷
派
）
、
常
滑
市
山
方
地
区

の
天
沢
院

（曹
洞
宗
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
正
住
院
は
半
田
市
成
岩
地

区
の
常
楽
寺
か
ら
隠
居
し
た
空
観
栄
覚
上
人
が
文
明
十
六
年

（
菖
全
）
に

創
建
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
（
＊
正
住
院
の
創
建
時
期
に
関
し
て
は
文
明

八
年
説
も
あ
る
が
、
常
楽
寺
の
創
建
も
文
明
十
六
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

筆
者
は
正
住
院
の
創
建
文
明
十
六
年
説
を
取
り
た
い
。
）
半
田
市
成
岩
地

区
に
あ
る
無
量
壽
寺
は
同
寺
縁
起
に
よ
る
と
貞
応
元
年

（
三
三
）
三
河
羽

塚
村
に
創
建
さ
れ
た
の
ち
、
文
明
十
七
年

（
西
全
）
に
成
岩
に
道
場
を
興

し
、
尾
張
三
河
二
箇
所
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
永
禄
年
間

（
三
示

～
三
奈
）
に
起
こ
っ
た
三
河
の
一
向

一
揆
に
関
係
し
、
三
河
羽
塚
村

（現

在
の
西
尾
市
）
か
ら
成
岩
へ
移
転
、
門
徒
も
移
住
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

野
の
光
明
寺
に
は
長
島

一
向

一
揆
の
際
に
、
長
島
か
ら
光
明
寺
を
頼

っ
て

脱
出
し
た
門
徒
が
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
檀
家
制
度
は
江
戸
時
代
初

期
の
寛
永
十
二
年

（
栗
垂
）
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
の
弾
圧

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
門
徒
が
寺
を
変
更
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
。
北
条
村
の
多
く
の
人
々
が
半
田
市
成
岩
地
区
に
ゆ
か
り
の

あ
る
寺
の
檀
家
で
あ
る
こ
と
は
、
羽
塚
村
や
成
岩
地
区
に
何
ら
か
の
所
以

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
う
。
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（２
）
窯
の
数
の
推
移

北
条
村
の
窯
数
の
推
移
は

『常
滑
陶
器
誌
』
に
よ
る
と
元
禄
年
間
か
ら

の
記
述
が
あ
る
。
（下
表
参
照
）
北
条
の
窯
数
は
江
戸
時
代
に
は
八
基
か

ら
十

一
基
の
間
で
増
減
が
認
め
ら

れ
る
。
進
達
書
留
に
お
い
て
は
十

一
基
。
村
方
控
に
お
い
て
は
窯
場

の
面
積
と
税
米
が
記
録
さ
れ
た
項

に
お
い
て
真
窯
五
基
、
大
窯
七
基

の
十
二
基
で
あ
る
が
、
真
窯
の
一

基
は
跡
窯
場
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
跡
窯
場
と
さ
れ
る
窯
の
み
惣
代

名
が
な
く
、
生
産
金
額
の
項
に
お

い
て
も
名
前
が
あ
が
っ
て
こ
な
い

こ
と
か
ら
窒
はヽ
存
在
し
て
い
る
が

操
業
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
明
治
十
二
年
の

番
戸
地
図
で
は
、
十
四
基
の
窯
が

北
条
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
地

図
で
は
窯
の
種
類
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
二

年
に
は
十
九
基

（『
尾
張
国
知
多

郡
誌
』
田
中
重
策
編
輯
よ
り
）
明

治
四
十
四
年
に
は
大
窯
十
九
基
、

真
焼
窯
二
十
基
と

一
気
に
倍
増
し

て
い
る
。

（上
表
参
照
）

天
保
年
間
か
ら
明
治
初
期
の
約
五
十
年
間
で
窯
の
名
前
は
多
少
変
わ
る

も
の
の
窯
数
は
ほ
と
ん
ど
増
加
せ
ず
、
そ
の
多
く
が
操
業
を
つ
づ
け
て
い

る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
窯
数
は
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降
に

は
緩
和
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『村
方
控
』
の
窯
は
依
然
と
し
て
十

一
基
で

あ
り
、
顕
著
に
増
加
す
る
の
は
明
治
二
十
年
代
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（３
）
窯
の
種
類

天
保
年
間

（
天
吾
～
天
望
）
に
あ
っ
た
窯
で
、
村
方
控
で
も
継
続
し
て

操
業
し
て
い
る
窯
は
十

一
基
中
、
古
窯
、
森
新
窯
、
坂
窯
、
坂
新
窯
、
中

新
窯
、
博
中
窯
、
福
新
窯
、
徳
新
窯
、
懸
ケ
窯
の
九
基
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
古
窯
の
み
が
真
窯
で
残
り
の
七
基
は
大
窯
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
窯
は
引
き
続
き
明
治
四
十
四
年
ま
で
操
業
し
て
い
る
が
、
古
窯
に
加
え

森
新
窯
と
福
新
窯
が
真
窯
に
代
わ
っ
て
い
る
。
天
保
年
間
の
記
録
に
は
な

く
、
『村
方
控
』
の
窯
地
面
積

。
税
米
の
項
に
新
た
に
登
場
す
る
窯
は
孫

右
衛
門
の
窯

（窯
名
不
明
）

・
下
井
戸
窯
の
二
基
で
す
べ
て
真
窯
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
孫
右
衛
門
は
売
上
高
の
項
で
堂
場
間
窯
の
総
代
を

つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
窯
地
面
積

・
税
金
の
項
で
の
孫
右
衛
門
の
窯

名
は
堂
場
間
窯
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
下
井
戸
窯
も
売
上
高

の
項
で
は
下
井
土
間
窯
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
つ
新
し
い
窯

は
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持

っ
た
窯
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
窯
の
種
類
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
『
村
方
控
』
に
あ
が

っ

て
く
る
窯
の
種
類
は
、
「真
窯
」
「間
窯
」
「大
窯
」
「鉄
砲
窯
」
の
四
種
類

が
あ
り
地
図
に
は
窯
と
土
取
場
所
の
位
置
が
簡
単
に
示
さ
れ
て
い
る
。
窯

資料名 西暦 大窯 真窯 合計 備  考
元禄年間 常滑陶器誌 1688-1703 8 8

享保年間 常滑陶器誌 1741～ 1743 10

天明年間 常滑陶器誌 1781-1788 8 8
天保年間 常滑陶器誌 1830-1834
明治 5 進達書留

Ｏ
Ｏ 7 4

明治 6 村方控 1873 7 真窯 5う ち1つ は跡窯場
明治 7 村方控 1874 7 真窯 4う ち 2つ は間窯
明治12 北条村地図 1879 14

明治23 知多郡誌 1890 19

明治44 常滑陶器誌 43

北条地区の窯数の推移一覧 (江戸中期～明治末まで)
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は
屋
根
の
あ
る
も
の
二
基
、
な
い
も
の
九
基
、
う
ち
二
基
は
登
り
窯
の
よ

う
な
仕
切
の
あ
る
窯
と
三
種
類
、
合
計
十

一
基
の
窯
が
描
き
こ
ま
れ
て
い

る
。　
一
方
、
『進
達
書
留
』
に
は

「間
窯
」
「小
窯
」
「真
窯
」
「窯
」
な
ど

の
名
前
の
窯
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
北
条
村
に
は
こ
の
う
ち

「文
永
年
間

よ
り
伝
え
る
窯
」
、
「文
永
年
間
よ
り
伝
え
る
真
窯
」
の
二
種
類
が
あ
り
、

「瓶
焼
業
」
、
「陶
器
焼
業
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『常
滑
陶
器
誌
』
に
は
窯
は
二
種
類
あ
り
、
真
焼
と
よ
ば
れ
る
、

よ
く
焼
締
ま
っ
た
製
品
を
焼
成
す
る
窯
が

「真
焼
窯
」
、
素
焼
の
製
品
を

焼
成
す
る
窯
が

「素
焼
窯
」
、
ま
た
の
名
を

「大
窯
」
、
「
鉄
砲
窯
」
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
室
数
は
真
焼
窯
は
室
数
が
数
室
あ
る
の
に
対
し
素
焼
窯

は

一
室
と
な
っ
て
い
る
。

『進
達
書
留
』
に
記
載
の

「真
窯
」
は
代
表
者
も
し
く
は
所
有
者
は
渡

辺
与
左
衛
門
、
松
本
孫
右
衛
門
、
松
本
助
左
衛
門
、
渡
辺
善
二
郎
の
名
前

が
あ
が
っ
て
い
る
。
『村
方
控
』
に
お
い
て
も
渡
辺
与
左
衛
門
は
下
井
戸

窯
、
松
下
孫
右
衛
門
は
堂
場
間
窯
、
松
下
助
左
衛
門
は
懸
ケ
窯
の
総
代
を

そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『進
達
書
留
』
の

「
真
窯
」
と

『
村

方
控
』
の

「真
窯
」
は
同
じ
窯
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
孫

右
衛
門

・
助
左
衛
門
は

『進
達
書
留
』
に
は
松
本
姓
で
あ
る
が
、
『
村
方

控
』
に
は
松
下
姓
で
あ
る
。
北
条
村
の
番
戸
地
図
に
お
い
て
、
孫
右
衛
門

を
名
乗

っ
て
い
る
人
物
は

「松
下
孫
右
衛
門
」
と
松
下
姓
で
あ
り
住
居
地

は
九
四
四
番
で
あ
る
。
ま
た
、
助
左
衛
門
を
名
乗
る
の
は
住
居
地
は
不
明

で
あ
る
が
、
「松
下
助
左
衛
門
窯
」
と
窯
地
お
よ
び
控
地
は
存
在
し
て
お

り
、
同
じ
く
松
下
姓
を
名
乗

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
進
達
書
留
』
に
あ

る

「松
本
」
は

「松
下
」
の
誤
字
で
あ
ろ
う
。

「
間
窯
」
と
さ
れ
る
窯
は
瀬
木
村
の
鯉
江
伊
三
郎
の
窯
と
常
滑
村
の
柿
木

伊
八

（柿
田
の
誤
字
か
？
）
、
伊
奈
八
兵
衛
の
窯
、
松
本
久
右
衛
門
の
窯

で
あ
る
。
こ
２
二
つ
の
窯
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「願
済
年
」
と
し
て
天
保
十

一

年
八
月

（
一金
９
、
天
明
六
年
（
一穴
◇
、
嘉
永
六
年
全
全
影
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
鯉
江
伊
二
郎
は
鯉
江
方
寿
の
こ
と
で
、
『常
滑
陶
器
誌
』
に
は
、

そ
の
父
小
二
郎
方
救
は
文
化
年
間
に
真
焼
窯
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
完

成
は
天
保
五
年

（
天
邑
）
（天
保
六
年
説
も
あ
る
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

時
の
真
焼
窯
が
連
房
式
登
り
窯
で

（明
治
四
十
四
年
）
現
在
の
金
島
窯
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
『進
達
書
留
』
で
は
天
保
十

一
年
に
尾
張
藩
御
用
窯

を
拝
命
し
た
時
の
窯
は

「
間
窯
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
苦
労
を
か
さ
ね

て
天
保
六
年
に
開
発
さ
れ
た

「真
焼
窯
」
は
天
保
十

一
年
に
お
い
て
も
引

き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
間
窯
」
は

『常
滑
陶
器
誌
』
の

「真
焼
窯
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
『村
方
控
』
の
資
料
の
一
ペ
ー
ジ
に
は

「
真
窯
」
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
下
井
戸
窯
は
資
料
七
ペ
ー
ジ
に
は
下
井
戸
間
窯
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
に
は
真
窯
の
売
上
高
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

下
井
戸
窯
と
堂
場
窯
を
除
く
窯
に
は

「
間
窯
」
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「間
窯
」
は

「真
窯
」
の
一
種
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り

「間
室
Ё

と

「真
室
Ё

は
、
「
ま
が
ま
」
と
い

う
読
み
方
、
「真
焼
窯
」
の
別
名
と
し
て
の
名
称
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
「間
室
建

と

「真
室
Ё

は
全
く
同
様
の
窯
で
あ

っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『進
達
書
留
』
の
北
条
村
の
項
に

は

「真
窯
」
と
し
て
四
基
、
そ
の
他
の

「窯
」
は
七
基
の
合
計
十

一
基
と
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い
う
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
願
済
年
は

「文
永
年
間
と
申
し
伝
え
る

窯
」
と
瀬
木
村
や
常
滑
村
の
記
述
よ
り
も
あ
い
ま
い
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
焼
成
回
数

一
回
あ
た
り
の
生
産
高
は
北
条
村
の

「真
窯
」

は
百
十
円
か
ら
百
円
で
あ
る
の
に
対
し
常
滑
村

・
瀬
木
村

「
間
窯
」
は
六

十
円
か
ら
八
十
七
円
と
真
窯
よ
り
幾
分
か
小
額
で
あ
る
。
や
は
り
、
二
つ

の
窯
は
少
し
性
格
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

『
進
達
書
留
』
の

「文
永
年
間
よ
り
申
し
伝
う
窯
」
に
つ
い
て
は
窯
の

種
類
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
窯
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
代
表
者

は
み
な

「甕
焼
業
」
と
記
載
さ
れ
、
真
窯
の

「陶
器
焼
業
」
と
は
違
う
扱

い
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『村
方
控
』
で
の
大
窯
の
総
代
と

『
進
達
書

留
』
の

「文
永
年
間
よ
り
申
し
伝
う
窯
」
の
代
表
の
七
名
う
ち
、
五
名
が

同

一
人
物
で
あ
る
。
そ
の
五
名
は
渡
辺
安
右
衛
門
、
森
下
源
四
郎
、
村
田

久
左
衛
門
、
村
田
卯
兵
衛
、
土
井
勇
助
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
大
窯
の
創
業

時
期
は

『進
達
書
留
』
で
は
文
永
年
間

（西
暦
三
査
年
か
ら
三
喜
年
）
と

ず
い
ぶ
ん
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
。
（
＊
願
い
済
み
年
が

「
文
永
年
間
」
と

あ
る
が
、
江
戸
幕
府
は
し
ば
し
ば
窯
改
め
と
称
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

願
い
出
の
先
は
幕
府
と
考
え
ら
れ
る
た
め

「安
永
年
間
」
全
喜
二～
こ
合
）

の
誤
字
の
可
能
性
が
あ
る
。
）

一
方
、
『村
方
控
』
の

「借
区
開
坑
届
」
で

は
、
そ
の
創
業
を
天
正
三
年
八
月
と
し
、
そ
の
後

「従
来
」
に
訂
正
し
て

い
る
。
窯
の
操
業
と
陶
器
職
の
創
業
と
性
格
が
ち
が
う
の
で
、
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
創
業
時
期
に
は
、
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
窯
の
種
類
は
大
別
し
て
三
種
類
あ
り
、
『村
方
控
』

に
あ
る
四
種
類
の
窯
の
う
ち
、
真
焼
製
品
を
焼
成
す
る
窯
が

「
真
窯
」

「
間
室
Ё
、
そ
の
他
の

「大
窯
」
「鉄
砲
窯
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
常
滑
陶
器

誌
』
の
真
焼
窯
、
素
焼
窯
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
「真
窯
」
の
中
で
も

比
較
的
新
し
い
も
の
が

「間
窯
」
と
呼
ば
れ
、
真
窯
と
何
ら
か
の
区
別
を

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
厳
密
に
い
う
と

『村
方
控
』
に
記
載

の
真
窯
と

『常
滑
陶
器
誌
』
に
あ
る
真
焼
窯
と
で
は
、
多
少
そ
の
性
格
の

違
い
が
あ
る
。
『常
滑
陶
器
誌
』
の
真
焼
窯
は
素
焼
窯
と
対
に
さ
れ
て
お

り
、
真
焼
製
品
を
焼
成
す
る
窯
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
真
焼

窯
の
中
で
も
、
旧
式
、
折
衷
式
、
平
地
式
と
い
う
構
造
上
、
ま
た
旧
式
の

燃
料
は
薪
、
平
地
式
は
石
炭
、
そ
し
て
、
折
衷
式
は
薪
と
石
炭
を
使
用
す

る
と
い
っ
た
よ
う
な
使
用
す
る
燃
料
に
よ
る
区
別
も
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

中
の
平
地
式
と
い
う
も
の
が
、
明
治
三
十
四
年
に
常
滑
陶
器
同
業
組
合
に

て
苦
労
の
末
、
開
発
さ
れ
た
石
炭
を
燃
料
と
し
た
窯
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

従
来
の
真
窯
に
石
炭
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
、
折
衷
式
が
で
き
、
薪
な

ど
を
燃
料
と
す
る
従
来
の
も
の
は
旧
式
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
石
炭
窯
の
開
発
前
に
お
け
る
村
方
控
で
の
真
窯
は
常
滑
陶
器

誌
で
は
真
焼
窯
の
旧
式
タ
イ
プ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（４
）
生
産
高
と
税
金

窯
に
か
か
る
税
金
と
し
て

『常
滑
陶
器
誌
』
に
は

「
元
禄
の
頃
に
は
窯

一
立
に
つ
き
煙
役
と
し
て
董
斗
五
升
姻
硝
壺
の
代
と
し
て
四
升
五
合
合
わ

せ
て
萱
斗
九
升
五
合
を
天
和
の
頃
に
至
り
て
は
壷
斗
三
升
五
合
の
運
上
米

を
し
来
り
し
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『進
達
書
留
』
で
は
、
大
窯

と
思
わ
れ
る

「文
永
年
間
と
申
し
伝
う
窯
」
に
は
一窯
に
つ
き
八
升
五
合
、

「真
窯
」
に
は
一窯
に
つ
き
九
升
五
合
の
税
米
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
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＊
　
代
表
者
か
ら
高
ま
で
は
明
治
七
年
の
項
よ
り
税
米
は
明
治
六
年
の
項
よ
り
抜
粋
し
代
表

者
名
で
一
致
す
る
窯
の
み
表
に
し
た
。

＊
　
表
田
囲
内
の
何
は
他
の
資
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
事
項
。

『村
方
控
』
に
は

「貢
米
」
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
が
、
窯
に
よ

っ
て
そ

の
量
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
窯
の
種
類
に
よ
っ
て
一
律
に
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
平
均
的
に

『
進
達
書
留
』
の
額
の
ほ
う
が
多
少
多
く
な
っ
て
い
る
。

（表
参
照
）

ま
た
、
生
産
高
に
関
し
て
も

『進
達
書
留
』
と

『村
方
控
』
で
は
違
い

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
年
代
の
差
は
お
お
く
み
て
も
二
、
三
年

で
あ
り
、
そ
の
間
の
生
産
額
が
三
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
は
税
米
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
理
由
と
し
て
は

短
期
間
に
莫
大
な
需
要
が
あ
り
生
産
が
伸
び
、
税
額
は
前
年
の
生
産
額
か

ら
算
出
さ
れ
た
た
め
生
産
高
に
対
し
て
少
な
い
税
額
と
な
っ
た
と
考
え
る

か
、
両
文
書
の
性
格
の
違
い
に
よ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

生
産
さ
れ
て
い
た
製
品
は
、
瓶

（甕
）
と
小
細
工
品
を
真
窯
で
焼
成
し

て
い
る
こ
と
が

『村
方
控
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
瓶
や
小
細

工
品
の
具
体
的
な
製
品
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
常
滑
陶
器
誌
』
に
よ
る

と
明
治
期
の
大
小
様
々
な
製
品
が
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小

細
工
品
は
江
戸
末
か
ら
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
急
須
に
代
表
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
当
時
は
急
須
に
加
え
、
茶
碗
、
徳
利
、
水
指
、
花
器
、
火

鉢
、
置
物
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『村
方
控
』
に
は

「下
井
戸
寵
　
渡
辺
与
左
衛
門
　
一
、
瓶
売
高
百
五

円
　
拾
弐
焼
〆
千
弐
百
六
十
円
　
　
　
一
、
小
細
工
物
　
壱
窯

二
付
　
一二

十
五
円
　
　
〆
四
百
二
十
円
　
一
一日
〆
千
六
百
八
十
円
」
と
あ
る
よ
う
に
、

真
窯
の
年
間
の
売
上
が
窯
ご
と
に
集
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
瓶

は
百
十
五
円
か
ら
八
十
五
円
で
、
小
細
工
品
は
三
十
五
円
、
と
い
う
値
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
当
は
、　
一
人
十
銭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

と税米 (1)

代表者氏名 業 種 焼立回数 生産高 (円 ) 税 米 望 の 種 輻

(渡辺)安右衛門 福 新 窯 7升 8合 窯 (大窯 )

(森下)源四良F (徳新窯 )

(清水)庄六 (森新 窯 )

(村田)卯兵衛 坂   窯 9 3升 5合
(土井)勇 E 坂 新 窯 2升 2合
(清水)善吉 (伝 中窯 )

(村田)久左衛門 甲 初 柔 7 6升
渡辺与左衛門 下 井 戸 窯 真雫

松下孫右衛門 堂 場 窯 6斗 2合
松下助左衛門 愁 ケ 兼
滝田文三貞E 古   窯 7升

北条地区の窯の高と税米 (2)  『村方控』より
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（製
土
業
の
項
参
照
）
現
在
の
値
段

（
一
日

一
万
円
）
に
換
算
し
、
瓶
が

千
百
五
十
万
円
か
ら
八
百
五
十
万
、
小
細
工
品
が
三
百
五
十
万
円
と
い
う

か
な
り
高
額
で
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
値
は
瓶
の
単
価
で
は

な
く
、　
一
回
の
焼
成
で
瓶
と
小
細
工
品
が
焼
成
さ
れ
、
そ
の
生
産
さ
れ
た

瓶
、
お
よ
び
小
細
工
品
の
総
計
金
額
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
七

つ
あ
る
大
窯
で
は
焼
成
の
回
数
と
金
額
、
そ
し
て
惣
代
の
名

前
の
み
記
載
と
な
っ
て
お
り
、
焼
成
さ
れ
た
品
物
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

大
窯
で
は
、
赤
物
と
呼
ば
れ
る
、
素
焼
の
焼
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
『村
方
控
』
の
大
窯
の
生
産
額
は
、
真
窯
の
よ
う
に
種
類
別

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
器
種
構
成
と
し
て
は
様
々
な
も
の
が
焼
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『常
滑
陶
器
誌
』
に
よ
る
と
素
焼
の
製
品

と
し
て
瓶
、
鉢
、
か
ま
ど
、
蚊
遣
、
姫
撻
、
な
ど
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
焼
成
回
数
、
生
産
額
は
多
い
窯
で
十
回
五
百
四
十
円
、
少
な
い
窯

で
も
七
回
三
百
六
十
四
円
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
年
間
の
焼
成
回

数
と
生
産
高
と
考
え
ら
れ
る
。
大
窯
の
各
窯
を
平
均
す
る
と

一
回
の
焼
成

に
お
い
て
四
十
七
円
の
生
産
高
と
な
り
、
真
窯
で
の
平
均
百
二
十
八

・
五

円
と
は
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
真
焼
の
製
品
は
大
窯
の
赤

物
の
製
品
は
三
倍
以
上
の
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（５
）
借
区
開
坑
願
に
み
る
製
土
業

・
北
条
地
区
で
は

『
村
方
控
』
に
お
け
る

「借
区
開
坑
願
」
に
は
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
日
付
は
二
月
十
四
日
と
あ
る
。
そ
の
前
の
ペ
ー
ジ
は
明
治
六
年
二
月

十
四
日
付
の
文
書
と
七
月
付
の
文
書
。
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
明
治
七
年
二
月

十
四
日
付
の
年
間
の
精
算
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
七
年

の
二
月
に
書
か
れ
た
文
書
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
借
区
開
坑
願
は
三
通
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
下
書
き
で
あ
る
が
、
番
号

が
つ
け
ら
れ
、
詳
細
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
天
正
年
間

か
ら
陶
器
職
で
北
条
村
の
○
○

（そ
れ
ぞ
れ
棚
井
戸

・
荒
子

・
出
口
）
に

て
粘
土
を
採
掘
し
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
こ
の
度
、
日
本
坑
法
が
発
布

さ
れ
た
た
め
、
借
区
券
を
交
付
し
て
も
ら
う
べ
く
届
出
を
す
る
と
い
う
趣

旨
の
事
が
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、
詳
細
図
に
は
借
地
の
場
所
、
地
形
、
面

積
、
届
人
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第

一
番
は
六
十
字
棚
井
戸
、
届

人
、
森
下
源
四
郎
。
二
番
は
五
十
八
字
荒
子
、
届
人
、
渡
辺
安
右
衛
門
。

二
番
は
五
十

一
字
出
日
、
届
人
は
渡
辺
与
左
衛
門
で
あ
る
。

こ
こ
に
名
前
が
で
て
く
る

一
番
を
申
請
し
た
森
下
源
四
郎
は
窯
の
名
は

不
明
な
が
ら
、
『進
達
書
留
』
、
『村
方
控
』
双
方
に
お
い
て
惣
代
を
務
め

て
い
る
。
明
治
十
二
年
に
作
成
さ
れ
た
番
戸
地
図
に
よ
る
と

一
一
五
七
番

に
居
住
し
て
お
り
、
徳
新
窯
の
惣
代
を
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

進
達
書
留
お
よ
び
村
方
控
で
惣
代
を
し
て
い
た
窯
も
徳
新
窯
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
徳
新
窯
は
大
窯
で
現
在
の
ラ
イ
ズ
ビ
ル
の
北
側
に

位
置
し
て
い
た
。　
一
一
五
七
番
か
ら
は
徒
歩
数
分
の
距
離
で
あ
る
。

二
番
を
申
請
し
た
、
渡
辺
安
右
衛
門

（文
政
十
二
年
～
明
治
三
十
六
年
）

は
前
出
番
戸
地
図
に
よ
る
と

一
一
九

一
番
に
居
住
し
て
お
り
、
福
新
窯
の

惣
代
。
福
新
窯
は
大
窯
で
、
現
在
そ
の
場
所
は
県
道
北
条
向
山
線
の
陶
磁

器
会
館
西
交
差
点
の
一
角
と
な
っ
て
い
る
。
渡
辺
安
右
衛
門
は

『進
達
書

留
』
、
『村
方
控
』
双
方
に
お
い
て
、
惣
代
職
に
つ
い
て
い
る
。
村
方
控
、

明
治
六
年
に
は
大
窯
で
あ
る
福
新
窯
と
真
窯
で
あ
る
懸
ケ
窯
の
二
窯
の
惣
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代
職
で
あ
る
。
村
方
控
の
別
ペ
ー
ジ
に
は
懸
ケ
窯
の
惣
代
は
松
下
助
左
衛

門

（住
所
地
不
明
）
に
交
わ
っ
て
い
る
が
、
渡
辺
安
右
衛
門
は
依
然
と
し

て
大
窯
の
惣
代
職
に
つ
い
て
い
る
。
こ
の
窯
の
名
前
は
明
治
十
二
年
の
番

戸
地
図
に
お
い
て
も
総
代
を
つ
と
め
い
て
た
福
新
窯
で
あ
ろ
う
。
惣
ケ
窯

の
場
所
に
つ
い
て
は
北
条
村
番
戸
地
図
で
は
、
正
確
な
位
置
が
特
定
で
き

な
い
。
し
か
し
、
松
下
助
左
衛
門
窯
と
い
う
場
所
が
存
在
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
松
下
助
左
衛
門
窯
が
懸
ケ
窯
を
名
乗
っ
て
い
た
と
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
「借
区
開
坑
届
」
の
出
さ
れ
た
、
明
治
七

年
の
渡
辺
安
右
衛
門
に
注
目
し
た
い
。

つ
ま
り
、
大
窯
と
真
窯
と
い
う
二

つ
の
窯
の
惣
代
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
有
力
者
な
の
で
あ
る
。

三
番
を
申
請
し
た
、
渡
辺
与
左
衛
門
は
村
方
控
の
明
治
六
年
お
よ
び
七

年
、
北
条
村
番
戸
地
図
に
お
い
て
も
下
井
戸
窯
の
惣
代
と
な
っ
て
い
る
。

住
居
地
は
北
条
村
九
四

一
番
地
。
窯
地
は
現
在
の
山
文
製
陶
所
の
一
角
に

あ
た
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
七
年
に
借
区
開
坑
願
を
工
部
省
に
提
出
し
た

北
条
村
の
三
名
は
す
べ
て
窯
の
惣
代
を
務
め
て
い
た
人
物
と
特
定
で
き
る
。

ま
た
、
土
取
場
と
し
て
粘
土
を
採
掘
し
て
い
た
場
所
は
村
方
控
に
お
い

て
は
す
べ
て
田
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。　
一
番
の
棚
井
戸

は
現
在
の

一
木
橋
の
南
西
側
付
近
。
申
請
者
の
森
下
源
四
郎
の
住
居
地
か

ら
も
惣
代
を
務
め
る
徳
新
窯
か
ら
も
徒
歩
数
分
の
距
離
に
あ
た
る
。
二
番

の
荒
子
は
北
条
の
共
同
墓
地
南
側
に
あ
た
り
、
申
請
者
の
渡
辺
安
右
衛
門

の
住
居
地
か
ら
も
福
新
窯
、
懸
ケ
窯
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
。
二
番
の

出
日
は
棚
井
戸

・
荒
子
よ
り
少
し
離
れ
た
位
置
で
あ
る
が
、
下
井
戸
窯
か

ら
の
距
離
と
す
る
と
、　
一
番
二
番
よ
り
も
多
少
遠
い
と
感
じ
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
上
取
場
か
ら
の
生
産
量
は
そ
れ

ぞ
れ
の
明
細
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

明
細
表
に
は
明
治
七
年
の
上
半
期
に
お
け
る

生
産
量
や
営
業
日
数
、
二
人
数
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
１
四
半
期
か
ら
み

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
行
業
日
数
と
い
う
名

目
で
棚
井
戸
で
は
五
百
十
六
日
、
行
業
人
数

と
い
う
名
目
で
五
百
十
六
人
、
入
費
五
十

一
・

六
円
と
あ
る
。
行
業
日
数
は
現
在
の
営
業
日
数
に
対
す
る
名
称
、
行
業
人

数
は
従
事
者
人
数
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
逆
算
す
る
と

一
番

の
土
取
場
で
は
使
用
人
が
六
人
お
り
、　
一
人
あ
た
り
の
体
日
が
四
日
、
日

当
が
十
銭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
休
日
に
つ
い
て
は

『
常
滑
窯
業
誌
』

（常
滑
市
誌
別
巻
）
に
お
い
て
、
「明
治
の
初
期
に
は
休
日
は
月
に

一
日
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
窯
屋
の
休
日
と
土
取
の
従
業
員
の
休
日
は

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
労
働
量
は

一
日
に
つ
き

一
人
三
十
貫
目
（七
十
五
ｋｇ
）
の
土
を
掘
り
出
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
採
掘
の
様
子
は

『村
方
控
』
に
添
付
し
て
あ
る
地
図
に
よ
っ

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
六
年
の

『常
滑
地
方
陶
製
品
製
造
工
業
調

査
』
（愛
知
県
内
務
部
）
に
よ
れ
ば

「原
料
た
る
陶
土
の
採
掘
は
山
土
畑

土
を
除
き
て
は
稲
作
関
係
に
て
冬
季
稲
作
な
き
時
期
を
利
用
し
主
と
し
て

採
掘
せ
ら
る
る
も
の
な
り
。
左
れ
ば

一
カ
年
を
通
じ
て
採
掘
に
従
事
す
る

も
の
勘
く
、
従

っ
て
之
が
専
業
者
無
く
全
部
副
業
と
し
て
採
掘
業
を
営
む
」

と
あ
り
田
か
ら
の
採
掘
は
農
閑
期
に
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
明
治
七
年
の
北

土取場 1、 2、 3番の合計
(明治 7年上半期)

掘出高 (貫 目) 381000

売高 (貫日) 373497

代価 (円 ) 621.86
布謹者日掛

`日

う 3398

工数 (工 ) 3393

入費 (F弓 ) 389。 3

う
と
会
υ



条
村
の
上
取
場

一
番
に
お
い
て
は
、
田
か
ら
の
採
掘
で
あ
る
が
農
閑
期
で

あ
る
第
１
四
半
期
、
農
繁
期
で
あ
る
第
２
四
半
期
も
ほ
ぼ
同
量
の
土
が
採

掘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
採
掘
す
る
に
あ
た
っ
て
の
シ
ー
ズ
ン
は
第
１

四
半
期
、
第
２
四
半
期
と
も
ほ
ぼ
同
量
の
生
産
量
で
あ
り
、
必
用
経
費
に

お
い
て
も
大
差
が
無
い
こ
と
か
ら
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
通
年
営
業
し

て
い
た
と
考
え
た
い
。
『村
方
控
』
に
よ
れ
ば
北
条
地
区
の
窯
で
の
原
料

土
の
使
用
量
は
、
明
治
六
年
七
月
に
は
村
内
で
四
十
九
万
八
千
貫
日
の
粘

土
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
約
半
分
の
二
十
五
万
八
千
貫
目
を
村
内
で
採

掘
、
不
足
分
の
二
十
四
万
六
千
貫
目
を
他
村
か
ら
買
い
入
れ
て
い
る
。
ま

た
、
明
治
七
年
の
記
録
で
は
三
ケ
月
間
の
粘
土
の
使
用
量
は
真
窯
が
六
万

六
千
五
百
六
十
貫
目
、
大
窯
が
十

一
万
九
千
六
百
三
十
七
貫
目
、
合
計
十

八
万
六
千
百
九
十
七
貫
目
に
な
る
。　
一
方
、
届
出
を
し
た

一
番
、
二
番
、

二
番
の
上
取
場
の
明
治
七
年
上
半
期
に
お
け
る
生
産
量
は
三
十
八
万

一
千

貫
目
、
う
ち
売
上
が
三
十
七
万
三
千
四
百
九
十
七
貫
日
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
明
治
七
年
に
生
産
量
が
比
較
的
伸
び
た
こ
と
が
伺
え
る
。
な
お
、

不
足
分
の
土
は
多
屋
村
か
ら
買
い
取
っ
て
い
る
よ
う
で
多
屋
村
の
明
細
書

も

『村
方
控
』
に
は
綴
じ
こ
ま
れ
て
い
る
。
多
屋
村
は
樽
水
村
と
と
も
に

江
戸
時
代
末
か
ら
常
滑
地
区
に
原
料
土
を
供
給
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
原

料
土
の
採
掘
場
所
は
明
治
三
十
年
度
に
は
奥
田
村
、
上
野
間
拭

坂
井
村
、

北
方
村
、
成
岩
村
、
内
海
村
、
明
治
四
十
四
年
度
に
は
半
田
町
、
上
野
村
、

横
須
賀
町
、
旭
村
、
鬼
崎
村
、
西
浦
町
、
小
鈴
谷
村
、
武
豊
町
、
成
岩
村

な
ど
徐
々
に
広
域
に
な
っ
て
い
る
。
『村
方
控
』
で
は
採
掘
を
通
年
行

っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
は

『常
滑
地
方
陶
製
品
製
造
工
業
調
査
』
に
あ
る
よ

う
な
農
閑
期
の
み
の
採
掘
と
な
る
業
態
の
変
化
は
、
こ
の
間
の
原
料
の
使

用
量
が
ふ
え
た
た
め
、
提
供
者
が
増
え
、
他
の
地
域
か
ら
短
期
間
に
多
量

に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

次
に
、
北
条
地
区
で
使
わ
れ
た
原
料
土
は
真
窯
と
大
窯
と
、
三
種
類
の

窯
に
対
し
て
の
原
料
土
の
違
い
が
あ
っ
た
か
考
え
て
み
る
。
『
村
方
控
』

に
よ
る
と
、
真
窯
は
北
条
地
区
内
に
四
つ
あ
り
、　
一
年
で
一
窯
に
つ
き
八

回
の
焼
成
を
お
こ
な
い
、
三
ケ
月
分
当
り
の

一
窯
の
使
用
量
は

一
万
六
千

六
百
四
十
貫
目
使
用
、
代
金
は
百
十
円
九
十
二
銭
。
ま
た
、
大
窯
は
地
区

内
七
つ
あ
り
、
七
窯
あ
わ
せ
て
三
ケ
月
で
十

一
万
九
千
六
百
三
十
七
貫
目

使
用
し
代
金
は
百
九
十
九
円
三
十
二
銭
と
あ
る
。
こ
れ
は
、　
一
窯
の

一
ケ

月
あ
た
り
の
使
用
量
に
概
算
す
る
と
、
真
窯
は

一
窯
あ
た
り

一
ケ
月
で
五

千
五
百
四
十
七
貫
目
、
大
窯
が
五
千
六
百
九
十
七
貫
目
の
使
用
量
と
な
り
、

ほ
ぼ
同
量
の
原
料
土
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
原
料
土
の

価
格
の
真
窯

。
大
窯
と
も
に

一
円
に
つ
き
六
百
貫
目
と
ほ
ぼ
同
じ
価
格
で

あ
る
。
『常
滑
地
方
陶
製
品
製
造
工
業
調
査
』
（昭
和
六
年
）
に
は
、
小
細

工
用
の
原
料
は
水
簸
さ
れ
た
も
の
が
供
給
さ
れ
て
お
り
、
陶
管
用
は
水
簸

さ
れ
な
い
も
の
を
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
『村
方
控
』

で
は
、
そ
の

よ
う
な
原
料
上
の
区
別
は
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
原
料
土
の

納
入
時
に
は
、
窯
の
種
類
に
よ
る
原
料
土
の
格
差
は
無
く
、
ま
た
、
そ
の

種
類
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
物
に
よ
っ
て

は
使
用
す
る
に
あ
た
り
陶
工
が
自
ら
水
簸
を
行

っ
た
こ
と
は
考
）各
り
れ
る
。

・
阿
野
地
区
の
場
合

北
条
村
の
様
相
を
追

っ
て
き
た
が
、
近
隣
の
村
で
は
常
滑
焼
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
に
は
常
滑
村

・
瀬
木
村

・



北
条
村
の
窯
仲
間
に
限
ら
れ
て
い
た
常
滑
焼
の
生
産
は
明
治
期
以
降
、
自

由
化
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
常
滑
村
の
近
隣
の
町
村
で
は
窯
業
に
新
規
参

入
す
る
業
者
が
出
現
し
、
明
治
四
十
年
代
に
至
っ
て
は
常
滑
地
区
の
み
な

ら
ず
近
隣
地
域
に
お
い
て
も
多
く
の
窯
が
築
か
れ
た
。
西
阿
野
地
区
は
浜

口
屋
に
残
る
文
書
か
ら
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
常
滑
焼
の
生
産
に
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

『浜
口
屋

一
』
に
よ
る
と
、
西
阿
野
地
区
の
久
田
利
左
衛
門
が
願
人
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
、
本
文
に
見
え
る
よ
う
に
前
年
の
明
治
六
年

五
月
か
ら
陶
器
職
に
つ
い
て
お
り
、
西
阿
野
村
字
唐
崎
に
あ
る
栄
蔵
所
持

地
の
田
畑
を
借
り
て
陶
器
の
原
料
上
の
掘
取
業
を
開
業
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
地
主
で
あ
る
栄
蔵
は
久
田
栄
蔵

（二
代
目
）
全
合
九
～
天
空
）
の
こ

と
で
、
西
阿
野
村
字
唐
崎
と
は
後
に
、
浜
口
屋
四
代
目
に
あ
た
る
豊
二
郎

（
天
垂
～
冗
元
）
が
久
田
窯
を
築
き
現
在
で
は
ジ
ャ
ニ
ス
エ
業

（株
）
本

社
工
場
の
位
置
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

久
田
利
左
衛
門
の
い
う

「陶
器
職
」
が
、
北
条
村
の
よ
う
に
窯
屋
の
惣

代
職
と
い
う
こ
と
と
は
多
少
性
格
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時

代
に
は
窯
の
数
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
株
を
持

っ
た
旧
常
滑
地
区
で
し
か

開
業
で
き
な
い
状
態
で
、
近
隣
の
町
村
で
は
窯
は
築
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
明
治
に
な
る
と
江
戸
時
代
の
規
制
が
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
窯
の
新

設
は
旧
常
滑
地
区
で
窯
数
が
ふ
え
る
明
治
末
に
な
っ
て
も
、
西
阿
野
地
区

に
あ
る
窯
は
二
基
で
あ
る
。
こ
の
、
二
基
の
窯
は
久
田
豊
二
郎
が
明
治
十

年
に
築
い
た
登
り
窯
を
明
治
二
十
年
代
に
改
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
明
治
七
年
の
時
点
で
は
、
西
阿
野
村
に
は
窯
は
ま
だ
築
か
れ
て

お
ら
ず
、
久
田
利
左
衛
門
は
原
料
土
の
採
掘
の
み
を
し
て
い
た
か
、
生
地

を
作
っ
て
常
滑
地
区
の
窯
屋
に
運
び
込
み
焼
成
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
、
地
主
で
あ
る
久
田
栄
蔵
と
届
出
人
の
久
田
利
左
衛
門
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
二
代
目
栄
蔵
は
利
左
衛
門
家
か
ら
養
子
に
入

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
栄
蔵
の
実
家
で
あ
る
利
左
衛
門
家
は
後
に
田
島
姓
を

名
乗

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
苗
字
は
明
治
五
年

（
天
吝
）
に
平
民
の
苗
字

が
許
可
さ
れ
、
義
務
化
さ
れ
た
の
は
明
治
八
年

（
天
菫
）
の
平
民
苗
字
必

称
義
務
令
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
借
区
開
坑
届
の
出
さ
れ
た
こ
ろ
、
利
左
衛

門
家
が
親
戚
筋
に
当
る
久
田
姓
を
名
乗
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
は
利
左
衛
門
家
が
浜
口
屋
と
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
か
は
断
定
で
き

な
い
。
浜
口
屋
二
代
目
の
久
田
栄
蔵
は
明
治
七
年
の
段
階
で
は
、
自
分
の

土
地
を
久
田
利
左
衛
門
に
貸
し
、
原
料
土
の
採
掘
を
行
な
い
、
そ
の
跡
地

に
四
代
目
栄
蔵
に
あ
た
る
、
豊
二
郎
が
登
り
窯
を
築
き
、
自
ら
が
窯
屋
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、
明
治
七
年
の
時
点
で
は
届
出
人

の
久
田
利
左
衛
門
の
い
う
陶
器
職
は
北
条
村
の
届
出
人
の
よ
う
に
窯
屋
の

惣
代
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『浜
口
屋
二
』
に
は
願
人
と
し
て
、
平
民
岩
田
角
太
郎

（西
阿

野
村

一
九
六
番
地
）、
久
田
文
次
郎

（同

一
五
六
番
地
）
、
地
主
と
し
て
久

田
作
右
衛
門

（同

一
五
六
番
地
）
横
山
春
太
郎

（同

一
三
八
番
地
）
の
ほ

か
に
稼
人
と
し
て
久
田
安
蔵
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。
前
出
の

『浜
口
屋

一
』
の
文
書
に
は
願
人
と
地
主
の
名
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
の
文

書
で
は
稼
人
が
登
場
す
る
。
願
人
が
窯
屋
の
惣
代
で
あ
り
、
使
用
人
が
い

た
と
い
う
北
条
村
や
有
力
者
の
親
戚
が
願
人
で
あ
っ
た
西
阿
野
村
の
明
治

七
年
の
借
区
開
坑
届
と
は
性
格
が
変
わ
り
、
届
出
人
は
地
主
か
ら
土
地
を

借
り
、
稼
人
を
や
と
う
中
間
業
者
的
存
在
と
な
る
。
実
際
に
原
料
土
を
採
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掘
す
る
人
物
と
販
売
運
搬
事
務
等
を
手
が
け
た
で
あ
ろ
う
人
物
と
の
役
割

が
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
、

ｏ
日
本
坑
法
に
つ
い
て

借
区
開
坑
届
は
北
条
村
で
は
明
治
七
年
の
二
月
十
四
日
、
西
阿
野
村
で

は
同
年
二
月
十
五
日
に
届
出
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
借
区
開
坑
届
は
北
条

村
の
下
書
き
に
も
あ
る
よ
う
に
日
本
坑
法
に
基
づ
い
て
い
る
。
日
本
坑
法

は
明
治
六
年
七
月
二
十
日
に
太
政
官
第
二
五
九
号
と
し
て
発
布
さ
れ
た
七

章
二
十
三
節
か
ら
な
る
法
律
で
あ
る
。
金
属
そ
の
他
の
鉱
物

・
築
石

・
土

砂

・
粘
土
な
ど
に
つ
い
て
の
掘
り
取
り
、
営
業
、
そ
れ
に
か
か
る
税
金
に

つ
い
て
、
ま
た
、
鉱
山
の
所
有
者
の
日
本
国
籍
条
項
な
ど
が
主
な
内
容
で

あ
る
。
そ
の
翌
週
に
は
、
地
租
改
正
法
が
発
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
治
政
府
の
政
策
の
比
較
的
早
く
重
要
な
位
置
を
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ

Ｚや
。北
条
村

。
西
阿
野
村
で
届
が
出
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
法
律
の
第
二
章
借

区
開
坑
に
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
を
借
り
て
、
鉱
物

・
土
石
等
を
掘

り
出
す
に
は
鉱
山
寮
に
届
出
を
し
鉱
山
寮
か
ら
許
可
書
で
あ
る
借
区
券
が

な
い
と
営
業
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。
『浜
口
屋

一
』
で
は
同
願
に
伴
う

事
務
経
緯
に
つ
い
て
も
北
条
村
で
の
控
で
は
伺
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
こ
の
法
律
が
工
部
省
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
、
願
人
は
居
住
区
の

戸
長
、
そ
し
て
県
を
通
じ
て
書
類
を
工
部
省
に
提
出
し
、
ま
た
、
そ
の
許

可
は
工
部
省
の
工
部
卿
伊
藤
博
文
が
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
願
い

出
か
ら
許
可
が
お
り
る
ま
で
半
年
も
あ
る
の
は
、
『
日
本
坑
法
第
十
二
法

第
二
章
借
区
開
坑
』
に

「
…
工
部
省
鉱
山
寮
官
人
之
を
実
測
し
標
石
を
植

え
境
界
を
識
別
す
べ
し
…
官
員
帰
報
の
後
許
可
…
借
区
券
を
付
与
す
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
工
部
省
の
役
人
が
届
地
を
実
見
し
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
章
に

「
凡
借
区
は
通
常
十
五
年
間
を
以
て
定
期
と

す
之
を
終
る
に
至
り
て
継
年
期
は
新
た
に
願
出
す
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
明
治
七
年
に
願
を
出
し
た
北
条
村
、
西
阿
野
村
の
借
区
開
坑
の
次
期

更
新
時
は
明
治
二
十
二
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
浜
口
屋
二
の
文
書

が
明
治
二
十
二
年
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
浜
口
屋

一
の
文
書
の
更
新

時
期
に
当
る
こ
と
か
ら
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
思
わ
れ
る
。

ま
た
明
治
六
年
十
二
月
に
は
工
部
省
か
ら

『借
区
坑
業
明
細
票
書
式
凡

例
』
が
出
て
い
る
。
『村
方
控
』
に
は
棚
井
戸
で
借
区
開
坑
を
お
こ
な
い

原
料
土
を
採
取
し
て
い
た
森
下
源
四
郎
ら
の
明
細
票
三
通
が
綴
じ
こ
ま
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
明
細
票
は
工
部
省
の
書
式
通
り
で
あ
る
事
か
ら
、

西
阿
野
村
の
借
区
開
坑
届
に
も
、
こ
の
よ
う
な
明
細
票
が
添
付
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
治
八
年
に
は
管
轄
が
工
部
省
鉱
山
寮
か
ら

農
商
務
省
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

４
、
ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
北
条
地
区
を
中
心
に
明
治
初
期
に
お
け
る
常
滑
焼
の

生
産
の
様
相
を
見
て
き
た
。
明
治
初
期
の
北
条
村
で
は
江
戸
時
代
よ
り
引

き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
た
窯
が
九
基
あ
り
、
天
保
か
ら
明
治
に
か
け
て
新

し
い
窯
も
二
基
造
ら
れ
て
お
り
、
合
計
十

一
基
で
常
滑
焼
生
産
に
あ
た
っ

て
い
た
。
新
し
い
窯
は

「下
井
戸
窯
」
「堂
場
窯
」
の
二
基
で
あ
る
。
「下

井
戸
窯
」
と

「堂
場
窯
」
は
真
焼
製
品
を
生
産
す
る

「真
窯
」
の
一
種
で

あ
る

「
間
窯
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
「真
窯
」
と
は
多
少
区
別
さ
れ
て



い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
生
産
は
瓶
を
中
心
に
し
た
も
の
で
、
土
管
は
ま

だ
造
ら
れ
て
い
な
い
。
生
産
額
の
平
均
は

一
回
の
焼
成
あ
た
り
、
真
窯
が

百
二
十
八

・
五
円
、
大
窯
が
四
十
七
円
と
窯
の
種
類
に
よ
り
開
き
が
あ
る
。

生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
人
物
は
特
定
で
き
な
い
が
、
各
窯
に
は
惣
代
と
呼

ば
れ
る
代
表
者
が
お
り
、
年
毎
に
持
ち
回
り
で
惣
代
を
行
う
窯
、
同
じ
人

物
が
惣
代
を
毎
年
行
う
窯
が
み
ら
れ
、
窯
ご
と
の
運
営
方
針
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
惣
代
職
に
つ
い
て
い
た
人
物
は
十
五
名
が
数
え
ら

れ
る
。
こ
の
十
五
名
の
う
ち
五
名
は
窯
業
専
門
で
あ

っ
た
が
、
残
り
は

「農
業
」
七
名
、
「商
業
」
三
名
と
な
っ
て
お
り
、
窯
業
と
の
兼
業
が
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
商
業
は

「
船
カ
セ
ギ
ヲ
シ
」
と

『
尾
張
巡
行
記
』
の
北
条
村
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
海
運
業

へ
携
わ
っ

て
い
た
と
考
え
る
。
冒
頭
に
窯
業
に
携
わ
る
戸
数
と
し
て
掲
げ
た
百
余
戸

は
、
窯
業
を
専
門
に
し
て
い
た
戸
数
で
あ
る
か
ら
、
兼
業
を
お
こ
な
っ
て

い
た
戸
数
を
含
め
れ
ば
北
条
村
で
の
窯
業
関
係
者
は
か
な
り
上
回
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
総
代
は
正
住
院
の
檀
家
九
名
、
大
野
光

明
寺
の
檀
家
三
名
、
無
量
壽
寺
の
檀
家
二
名
、
天
澤
院
の
檀
家

一
名
と
な
っ

て
お
り
、
西
山
浄
土
宗
及
び
真
宗
大
谷
派
の
門
徒
が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。
な
か
で
も
、
真
宗
大
谷
派
の
方
の
檀
那
寺
は
常
滑
地
区
に
あ
る
同
じ

宗
派
の
満
覚
寺
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
距
離
の
あ
る
大
野
の
光
明
寺
と
成

岩
の
無
量
壽
寺
で
あ
る
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
借
区
開

坑
届
」
で
は
天
正
八
年

（
三
合
）
二
月
か
ら
代
々
陶
器
職
に
つ
い
た
と
申

請
し
た
人
物
に
は
無
量
壽
寺
の
檀
家
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
創
業
年
は

無
量
壽
寺
の
成
岩
移
転
と
時
期
が
近
い
こ
と
か
ら
、
三
河
羽
塚
か
ら
寺
の

移
転
に
供
な
っ
た
門
徒
や
、
長
島

一
向

一
揆
か
ら
脱
出
し
て
き
た
門
徒
が

近
世
常
滑
焼
の
生
産
に
大
き
く
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
い
さ
さ
か

大
胆
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

常
滑
焼
に
使
用
す
る
原
料
土
は
、
北
条
村
に
お
い
て
は
必
要
量
の
半
量

ほ
ど
を
村
内
で
賄
い
、
そ
の
不
足
分
を
近
隣
の
多
屋
村

・
西
阿
野
村
な
ど

か
ら
買
い
入
れ
て
い
た
。
「借
区
開
坑
届
」
は
明
治
七
年
二
月
十
四
日
及

び
十
五
日
と

一
日
違
い
で
北
条
村
、
西
阿
野
村
で
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
常
滑
焼
に
使
用
す
る
原
料
土
を
採
掘
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
、

多
屋
村

・
瀬
木
村

・
常
滑
村
に
お
い
て
も
同
様
の
届
出
が
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
原
料
土
の
採
掘
に
つ
い
て
は
北
条
村
、
西
阿
野
村
の
両
村

で
常
滑
焼
に
使
用
す
る
土
を
生
産
す
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
の
だ
か
、
そ

の
組
織
形
態
は
両
村
で
は
多
少
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
北
条
村

で
は
窯
屋
の
惣
代
が
自
分
の
田
畑
で
使
用
人
を
雇
い
入
れ
原
料
土
を
採
掘

し
、
同
村
の
同
業
者
に
供
給
し
て
い
た
が
、
村
内
だ
け
で
は
需
用
を
供
給

で
き
ず
多
屋
村
や
そ
の
他
の
近
隣
の
村
か
ら
大
量
に
原
料
土
を
購
入
し
て

い
る
。
『
日
本
坑
法
』
に
よ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
、
借
地
を
し
て
採
掘
業

を
お
こ
な
う
も
の
が
届
出
を
す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
る
が
、
北
条
村
で
は

採
掘
業
者
を
窯
屋
の
惣
代
が
取
り
ま
と
め
て
い
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

届
人
で
あ
る
惣
代
の
私
有
地
を
借
区
開
坑
の
「借
区
」
に
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
届
人
が
総
代
で
な
く
採
掘
者
本
人
で
あ
る
場
合
は

「借
区
」
に
な
る

の
だ
が
、
届
人
は
総
代
が
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
従
事
者
人
数
も
十
七

名
か
ら
二
十
名
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
も
、
複
数
の
人
物
が
採

掘
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。　
一
方
、
西
阿
野
村
で
は
、
有
力

者
で
あ
る
地
主
が
あ
る
人
物
に
土
地
を
貸
し
、
そ
の
人
物
が
原
料
土
を
採

掘
し
他
村

（北
条
村
や
瀬
木
村
な
ど
の
旧
常
滑
地
区
）
の
窯
屋
に
供
給
し



た
。
そ
の
跡
地
に
地
主
自
ら
、
登
り
窯
を
築
き
、
窯
屋
を
始
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
明
治
七
年
に
お
い
て
は
、
西
阿
野
村
の
借

区
開
坑
届
の
届
人
は
北
条
村
と
違
い
、
採
掘
業
者
本
人
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
か
ら
数
年
、
日
本
は
新
し
い
国
家
体
制
へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
が
常
滑
に
お
け
る
窯
業
も
こ
の
時
期
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
、

鯉
江
方
寿
が
真
焼
土
管
の
製
法
を
開
発
し
政
府
か
ら
大
量
に
注
文
を
受
け

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
政
府
か
ら
の
注
文
は
ま
た
他
の
注
文
を

呼
び
、
前
代
未
間
の
好
景
気
が
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
大
量
の
注
文
を

さ
ば
く
為
、
常
滑
で
は
製
陶
業
へ
の
新
規
参
入
が
顕
著
と
な
る
の
で
あ
る
。

明
治
十
年
代
か
ら
常
滑
地
区
に
窯
数
が
徐
々
に
新
設
さ
れ
、
明
治
四
十
五

年
に
は
常
滑
近
隣
に
百
基
近
く
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
隆
盛
が
み
え

る
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
つ
か
っ
た
北
条
村
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
直
前
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
生
産
の
多
い
窯
で
は
年
間
十
七
回
も
焼
成
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
常
滑
地
区
で
の
旧
来
の
窯
で
の
生
産
は
飽
和
状
態
に
な
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『浜
口
屋
文
書
』
は
明
治
以
後
、
製
土
業

に
新
規
参
入
し
、
そ
の
後
製
陶
業
に
転
業
し
近
代
常
滑
窯
業
の
発
展
の
一

翼
を
に
な
っ
て
い
っ
た
経
緯
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
資
料
で
は
当
時
の
常
滑
窯
業
全
体
を
捉
え
る
も
の
で

は
な
い
。
当
時
の
常
滑
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
数
多
く
お
り
、
多
様
な
展
開

が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
私
の
力
量
不

足
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
中
部
国
際
空
港
が
常
滑
沖
に
計
画

さ
れ
、
着
工
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
常
滑
窯
業
界
は
明
治
時
代
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
先
人
た
ち
が
、
明
治
と
い
う

激
動
の
時
代
を
果
敢
に
生
き
、
常
滑
に
発
展
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
ふ
ま

え
た
上
で
、
今
後
の
常
滑
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い

ＺＯ
。最
後
に
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
御
世
話
に
な
っ
た
諸

先
輩
方
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

５
　
資
料

と
、
畑
中
家
文
書
　
進
達
書
留

２
、
陶
器
諸
書
上
村
方
控
　
＊
借
区
開
坑
届
は
二
通
づ
つ
あ

っ
た
が
紙
面

の
都
合
上

一
通
の
み
掲
載
し
た
。

３
、
浜
口
屋
文
書
　
借
区
開
坑
願
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刻
版
）
愛
知
県
内
務
部

『常
滑
市
誌
』
昭
和
四
十
九
年
二
月
　
常
滑
市
誌
編
纂
委
員
会

『常
滑
窯
業
誌
』
昭
和
四
十
九
年
二
月
　
常
滑
市
誌
編
纂
委
員
会

「
一
向

一
揆
と
常
滑
」
渡
邊
榮
造

『友
の
会
だ
よ
り
』
四
号
常
滑
市
民
俗
資
料
館
　
昭
和
六

十
三
年

「土
管
　
製
法
技
法
の
変
遷
～
近
代
常
滑
を
中
心
と
し
て
～
」
柿
田
富
造

『
研
究
紀
要
Ⅳ
』

常
滑
市
民
俗
資
料
館
１
９
９
４

『半
田
市
誌
　
一不
教
編
』
平
成
七
年
二
月
　
半
田
市
誌
編
纂
委
員
会

「浜
口
屋
久
田
家
展
」
我
が
家
の
歴
史
展
醜
９
　
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
　
常
滑
市
民
俗
資
料
館



資料 1 畑中家文書「進達書留」

´
歩
ア
万
″
′
熊
浴

八
小
区
　
瀬
木
村

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
柴
山
平
右
衛
門

但
願
済
年
号
不
相
知
竃
壱
ケ
所

一
カ
年
焼
立
高

十
三
竃
此
代
金
百
九
十
五
円
　
壱
ケ
年
　
税
米

一
斗
上
納

一
、
陶
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
杉
江
庄
次
郎

但
願
済
年
号
不
相
知
寵

一
ケ
所
此

一
カ
年
焼
立
高

凡
十
竃
壱
竃
二
付
瓶
代
金
七
十
五
円
　
陶
器
代
金
廿
円

壱
力
年
惣
計
合
九
百
五
拾
余

一
、
陶
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
鯉
江
伊
二
郎

但
天
保
十

一
子
八
月
御
用
二
付
取
立
方
御
免
相
成

無
税

二
御
座
候
虎
御
改
正
二
付
並
竃
二
奉
願

御
聞
済
相
成
間
窯
壱
立
此

一
カ
年
焼
立

高
拾
弐
度
此
代
合
千
百
四
拾
円
税
金
之
儀
ハ

追
而
御
達
し
候
筈
二
御
座
候

一
、
陶
器
焼
業
　
　
常
滑
　
柿
木
伊
八

伊
奈
八
兵
衛

但
天
明
六
丙
午
年
願
済
間
竃
壱
ケ
所

一
カ
年

焼
高
立
五
竃
此
代
金
弐
百
円
税
米
九
升
七
合

五
勺
　
年
々
上
納

マ

ツ

一
、
陶
器
焼
業
　
　
　
　
　
　
松
本
久
右
衛
門

但
嘉
永
六
癸
丑
年
願
済
問
竃
壱
小
竃
壱

‐
匠

豚

暉

隠

胎

膠

陸

厖

階

博

体
キ
亀
な
る
ガ
後
Ｔ
イ
タ
か
汐
ゑ
ぞ
な

一一
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壱
力
年
焼
立
高

　

間
竃
十
竃
此
代
金
千
七
十
五
円

小
竃
五
竃

壱
力
年
　
税
米
壱
斗
三
升

つ
つ
　
年
々
上
納

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
北
条
村
　
渡
辺
安
右
門

但
願
済
文
永
年
中
卜
申
伝
竃
壱

一
ケ
年

焼
立
高
六
竃
此
代
金
三
百
三
十
六
国

一
ケ
年

税
米
八
升
五
合
充
上
納

ｌ

ｔ

ｌ

知
多
郡
北
条
村

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
森
下
源
四
郎

但
願
済
文
永
年
中
被
申
伝
竃
壱
ツ
一
ケ
年
焼

立
高
凡
六
竃
此
代
金
三
百
三
拾
円
余

一
ケ
年

税
米
八
升
五
合
充
上
納

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
服
部
源
左
衛
門

但
願
済
文
永
度
卜
申
伝
竃
壱
ツ
一
ケ
年
焼
立

六
寵
此
代
金
三
百
廿
四
円
程
年
税
米
八
升
五
合

年
々
上
納

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
村
田
久
左
衛
門

但
願
済
文
永
年
中
被
申
伝
竃
壱
ツ
一
ケ
年

焼
立
高
凡
六
竃
此
代
金
三
百
十
弐
円
位

年
税
米
八
升
五
合

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
村
田
卯
兵
衛

但
文
永
年
中
願
済
卜
申
伝
竃
壱
ツ
一
ケ
年

焼
立
高
凡
六
竃
此
代
金
弐
百
九
十
四
円
程
年
税

米
八
升
五
合

一
、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
　
土
井
勇
助

但
文
永
度
願
済
之
由
竃
壱
ツ
一
ケ
年
焼
立
高

″劣

夕

を

ケ

作

μ
腔
η
孝
ψを
て
上
や
雹
ィ
ユ

比
雑
絡
腕
閉

搾
盈
税
γ
■
■
ひ
筋
等
ん
甲
″
る
ス
ラ
〒
え
て

俸
多
，
多
紘
砕
争
Ｌ
τ
′
ヶ′姦
哲
ξ
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貯

ヒ

一

停
夕
み
″
塚
婉
γ
イ
ス
に
康
〓
つ
〒
歩
・

修
歩そ

ア
雹
身
邊
録
密
歩
Ｚ
抜

口
み
π
え
俳
み
ワ
タ
た
歩
仲

六
竃
此
代
金
弐
百
九
十
四
園
壱
力
年
税
米

八
升
五
合
充
上
納

、
瓶
焼
業
　
　
　
　
　
清
水
善
吉

但
文
永
度
願
済
之
申
伝
竃
壱
ツ
一
ケ
年

焼
立
高
六
竃
年
々
不
同
此
代
金
弐
百
七
十
六

国
萱
力
年
税
米
八
升
五
合
上
納

、
陶
器
焼
業
　
　
　
　
松
本
助
左
衛
門

但
文
永
年
中
願
済
之
由
真
竃
壱
ケ
所

一
ケ
年

焼
立
高
凡
六
竃
此
代
金
五
百
八
十
八
園
年
税

米
九
升
五
合
充

、
陶
器
焼
業
　
　
　
　
松
本
孫
右
衛
門

但
願
済
文
永
年
中
被
申
伝
真
竃
壱
ケ
所

一
ケ
年
焼
立
高
凡
六
竃
此
代
金
六
百
円

年
税
米
九
升
五
合
充
上
納
仕
候

、
陶
器
焼
業
　
　
　
　
渡
辺
善
二
郎

但
文
永
年
中
願
済
之
由
真
竃
壱
ツ
一
ケ
年

焼
立
高
六
竃
此
代
金
六
百
六
十
円
年
税

米
九
升
五
合
充
上
納

、
陶
器
焼
業
　
　
　
　
　
渡
辺
与
左
衛
門

但
願
済
文
永
年
中
被
申
伝
竃
壱
ツ
一
ケ
所

焼
立
高
六
竃
此
代
金
六
百
十
三
円
年
税

米
九
升
五
合
上
納

患
ゑ
３
ん
修懲
努
Ｔ
ン
彙
子
≫
ぬ
歩
彿

修
あ
み
あ
わ
券
イ
ー
於
み
を
γ
場
蜀

一́

今
形
夕一る
小
Ｚ
〕
裾
И
・多
粋
と
、

各

τ
４

塩
，，孝ζ
〓
亀
雀
推
拶
多
７
ネ
・テ
格

形
に

肥

燎

彪

厖

レ

脇
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資料 2 陶器諸書上 村方控

多

彩

　ヽ
´
た
啄
´́
す
誇
ケ

、考
て
γ
壕
猛

弟
承
ハ
イ
ら
れ

とЙ
弘
た
疑
栃
咎
／

玄

互七
ィ
ニ
次

沈
ィ
娑
監
～
ナ

真
窯
分
　
　
惣
代安
右
衛
門

屋
敷
畑
卜
唱
懸
竃

一
、
九
畝
二
十
五
歩

高
壱
斗
四
升
三
合

出
米
九
升
三
合

惣
代孫
右
衛
門

一
、
五
畝
拾
歩

貢
米大
斗
〇
一
一合

瀬
木
地
所
之
分

こ夕
一トタ
第
入
、
‐
イ

ェ
コ
承

ｔ
″
竹
―

耳奔

ヽ

屋
敷
畑
唱
古
竃
地
惣
代
　
文
二
郎

一
、
六
畝
二
十
九
歩

貢
米
七
升

四
畝
二
十
歩
　
跡
竃
場

一
、
貢
米
四
升

一
九
畝
七
歩

高
五
斗
〇
六
合
　
　
下
井
戸
竃

惣
代
与
左
衛
門

Z
サ
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ｒ一砿ギ孝娩妙亀
▲ノ

亥
多
ラ
胞
ド
格

◆材
帯

イ

Й
％
″

Ｆ

屋
敷
畑
唱

大
竃
分

一
四
畝
二
十
歩

貢
米
　
四
升
七
合

坂
竃
分

一
三
畝
十
三
歩

貢
米
三
升
五
合

惣
代
　
卯
兵
衛

坂
新
竃

惣
代
　
勇
助

一
弐
畝
二
歩

貢
米
二
升
一
一合

中
新
竃

一
五
畝
拾
二
歩

貢
米
六
升惣
代

久
左
衛
門

俸
中
竃
　
惣
代
源
左
衛
門

一
九
畝
二
十
歩

古同
　
壱
斗
五
升
四
合

出
米

一
斗

福
新
竃
惣
代安
右
衛
門

一
六
畝
七
歩

高
壱
斗
八
升

出
米
七
升
八
合

徳
新
竃
　
惣
代利
助

一
五
畝
拾
歩

高
八
升
五
合

貢
米
五
升
五
合

但
し
道
下
竃
地
所
之
分

六
反
七
十
九
分

惣
〆
　
七
反
二
畝
　
廿
九
分

森 惣
新 代
竃

庄
蔵
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カ
ラ
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打
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誌脇乳″癌
湛

義

，ｆそ

避

玄

で
て
ナ
筋
「
プ
歩
左
乙
％
に

薇

を

夕
�

ェ
サ
諄
ト
ガ
帯

Ｆヽ

・跨
恣
な
Ⅵ
Ｔ
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ｉみ
勇
瑚
叫

一
勿
彰
町
ィ
ゴ
蓼
ゑ
ｘ
拡
イ
ト

″
宅
，え
拡
リ

み
生

立

彦

ト

〈力
滑
ゼ
Ｖ
女
″哲
―

♭
ム
尭
祐
′

土
取
場
所

一
一　
五
十
八
字
荒
子

一　
惣
坪
壱
町
五
反
四
畝
十
分

内
　
土
取
場

五
十

一
字
出
口

一
惣
坪
壱
町
四
反
三
畝
七
分

内
　
土
取
場

争

攣

呼

孝
′

一方
後
↓，考
グ
彦
―

″
ナ
殊
吟

脳゙
名
ぼ
ゼ
エ
ー
ズ

弦
牲
る
ィラ
夢
あ
等
萄
チ
了
職

一
平
田

六
十
字
棚
井
戸

一
惣
坪
二
町
四
反
八
畝
分

内
　
土
取
場

西
七
月
書
上
写
　
買
土
地
方
出
共

一
、
総
計
四
拾
九
万
八
千
貫
目

此
諄
内
二
十
五
万
八
千
貫
目

但
シ
十
貫
目
　
地
方
ノ
土

旧
六
分

内
二
十
四
万
六
千
貫
目

但
シ
十
貫
目他
村
ノ
買
入
れ

旧
壱
円

み
弩
τ
琴
冴
牽
百
ギ

酉
二
月
書
上
之
写

惣
売
高
〆
四
千
七
百
五
十
三
円
五
十
銭

此
評
鉄
砲
竃
〆
売
高

二
千
三
百
九
十
二
円
五
十
銭

真
竃
〆
売
高
二
十
四
百
六
十

一
円
也

濶

て
Ａ

を

主
ｆ

賞

ナ
覧

，不
主
玖

い在
ゴ
置
れ
免
竹
井
τ
な
岳
爛

力
臓
め

噺

縦

町

犀

卯

ア

ヽ
歩

競
叫
照

そ
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怖
ゑ
粛
多
勺
参

ｋ
え

拶

疹

客

を
身

狙

γ

鳶

惨

歩

ろ

下
書

借
区
開
坑
願

愛
知
縣
農
尾
張
国
知
多
郡
北
条
村

渡
辺
与
左
衛
門

尾
張
国
知
多
郡
北
条
村
陶
器
土

東
西
十
二

南
北
弐
十

森
下
源
四
郎

借
区
開
坑
願

天
正
八
年
十
二
月

私
儀
爾
田
困
陶
器
職
業

二
付
当
村
国
日
円
日
日

出
ロ
ニ
於
テ
土
堀
取
営
業
罷
在
候
間
今
度

坑
法
被

仰
出
候
付
別
紙
図
面
之
場
所

二
於
テ
更

ニ

借
区
開
坑
被
差
許
度
此
段
奉
願
候
也
以
上

愛
知
縣
農
同旧
闇
日
四
陶
剛
四
困
凹

尾
張
國
知
多
郡
北
条
村
陶
器
職

渡
辺
与
左
衛
門

私
シ
持
地
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鍵

霧

笛移

鱒
鶴
糀
雛
滅
暢
脅
孵

構乏閣祝夕索々
な粉笠祇≫く

企
こ
掬
擁
ｒ
／
カ

警
マ
・イ
ェ
栃
滅
修
を
斐才
ケ
ュ
″
％
か
玖
食

″/1

雛
Ｔ
Щ終
洗
Ｒ纂
今
４

彬
券
力
仕
Щ
な
ふ
胸
，
惣
工
裟

・
テ

魚
に
臓
詭
▼
夕
控
れ
なヽ佑
Ｖ
燿
あつ

借
区
開
坑
願

天
正
八
年
二
月

私
シ
持
地

棚
井
戸
於
テ
土
掘
取
営
業
罷
在
候
間
今
度

坑
法
被

仰
出
候
付
別
紙
図
面
之
場
所

二
於
テ
更
ニ

借
区
開
抗
被
差
許
度
此
段
奉
願
候
也
以
上

私
儀
［
田
困
陶
器
職
業

二
付
当
村
同
倒
四
□

私
義
爾
旧
困
陶
器
職
業

二
付
当
村
国
田
円
閣
□

愛
知
縣
菫岳
口
旧
国
四
□
剛
四
円
囲

尾
張
國
知
多
郡
北
条
村
陶
器
職

森
下
源
四
郎

´
け
【́

孝

副
鬱
″
！
み

私
シ
持
地

勧
鶏
存中

″

沐

７

を

そ

借
区
開
抗
願

天
正
八
年
二
月

半
紙

圭

弓

尾
張
国
知
多
郡
北
条
村
陶
器
土

堀
取
場
箇
所
附
帳

第
弐
番

五
十
八
字
荒
子

一
、
陶
器
土
掘
取
場
　
　
壱
ケ
所

渡
辺
安
右
衛
門

東
西
弐
拾
間

南
北
三
拾
間此
坪
数
六
百
坪

荒
子
二
於
テ
土
堀
取
営
業
罷
在
候
間
今
度

坑
法
被

仰
出
候
付
別
紙
図
面
之
場
所
二
於
テ
更
ニ

借
区
開
坑
被
差
許
度
比
段
奉
願
候
也

愛
知
縣
農
圃
日
間
冊
凶
隔
剛
四
円
囲

尾
張
國
知
多
郡
北
条
村
陶
器
職

渡
辺
安
右
衛
門

二
月
十
四
日
　
　
　
　
副
戸
長
介

＝
森
下
荘
助
＝

平
野
七
兵
衛

右
之
通
相
違
無
之
候
也

Ｔ
‐
‐ネ

カ
☆
堆
耐
一　
　
】

吼
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力
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励
騨
循
槌
峰
》

脚
騨
グ
揚
′
セ
タイ

一叫
線
潮躙
　
″
旅
ゥ

一　
　
　
　
空
Ｖ
教
丼
弩
げ
猛
髯

二
湖
川
＝
ψ
７
７
ｑ

滲
Ｉ
豊
額
空
て
り
下

靡

盪

ら

れ
ヶ
秘
ち

て

っ
ユ
ロ

ノ

．
　

ル

リ
緬

韮
郵
栓
懇
吊
訃
帳

第
壱
番

六
十
字
棚
井
戸

一
、
陶
器
土
堀
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棚井戸 240坪 開業年月 :天正8年2月 借区人 :愛知県管轄尾張国知多郡北条

農 森下源四郎

明治 7年 1月 から3月 まで3ケ月分清算 4か ら6月 まで3ケ 月分清算 合計

越高 (貫目) 4000

掘出高 (貫日) 62000 61000 123000

売高 (貫目) 60000 61200 121200

代価 (円 ) 100

残高 (貫目) 3000 2800 ０
０

行業日数 (日 ) 516 508

工数 (工 ) 508

入費 (円 ) 51.6 50.8 102.4

荒子 600坪 開業年月 :天正8年 2月 借区人 :愛知県管轄尾張国知多郡北条村

農 渡辺安右衛門

明治 7年 1月 から3月 まで4ケ 月分清算 4か ら6月 まで4ケ 月分清算 合計

越高 (貫目)
Ｏ
Ｏ 13000

掘出高 (貫目) 100000 203000

売高 (貫目) 100000 100000 200000

代価 (円 ) 166.6 166.6 333.2

残高 (貫日) 8000 8000 16000

行業日数 (日 ) 1083 833 1916

工数 (工) 1083 833

入費 (円 ) 108.3 83.3 191.6

出日 180坪 開業年月 :天正8年 2月 借区人 :愛知県管轄尾張国知多郡北条村

農 渡辺与左衛門

明治 7年 1月 から3月 まで4ケ 月分清算 4か ら6月 まで4ケ月分清算 合計

越高 (貫目) 4003

掘出高 (貫目) 28000 27000 55000

売高 (貫目) 26197 26100 52297

代価 (円 ) 43.66 43 86.66

残高 (貫目)
（
Ｖ
Ｏ
Ｏ
３ ｒ

υ

行業日数 (日 )

工数 (工) 233 220 453

(F])入費 23.3 45.3
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